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揺
ら
ぎ
な
い
願
と
行

●
表
見
返
し
　
文
・
證
厳
法
師　

訳
・
済
運　

撮
影
・
黄
筱
哲

心
身
に
疲
労
を
感
じ
な
く
な
れ
ば
、
忍
耐
力
は
成
就
す
る
。

清
ら
か
な
信
心
は
忍
耐
力
と
怠
ら
な
い
心
を
養
う
。

三
宝
を
敬
え
ば
、
智
慧
は
深
ま
り
、
行
い
も
厳
粛
に
な
る
。

清
ら
か
で
穢
れ
が
な
け
れ
ば
、
願
と
行
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
な
る
。
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慈ツ
ー

済チ
ー

の
済
度
は
慈
善
に
よ
る
奉
仕
に
始
ま
り
、
そ
の
後
教
育
志
業
を
繰
り
広
げ
て
す

で
に
満
三
十
年
に
な
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
奉
仕
と
人
文
を
糧
と
し
た
関
心
を
、
慈
済

の
学
び
舎
に
寄
せ
て
ア
イ
ボ
リ
ー
タ
ワ
ー
を
展
開
し
、
現
在
社
会
に
大
き
く
貢
献
す
る

と
と
も
に
世
界
中
に
福
祉
の
う
ね
り
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
。

例
を
上
げ
る
と
、
今
年
の
四
月
に
イ
ギ
リ
ス
の
高
等
教
育
専
門
誌
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
」
か
ら

発
表
さ
れ
た
Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
に
、
慈
済
大
学
は
そ
の
名
を
連
ね
て
い
る
。

ま
た
国
連
開
発
計
画
の
定
め
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
）
」
の
十
七
項
目
中

十
一
項
目
に
よ
る
総
合
的
評
価
に
お
い
て
、
世
界
で
六
十
七
番
目
、
台
湾
で
は
一
位
だ
っ

た
。
「
健
や
か
な
心
身
と
社
会
福
利
」
と
「
消
費
と
生
産
様
式
に
確
か
な
永
続
性
を
」
と

い
う
二
項
目
の
指
標
に
お
い
て
、
慈
済
大
学
は
台
湾
の
大
学
の
中
で
も
顕
か
に
抜
き
ん

で
て
い
る
。

ま
た
慈
済
科
学
技
術
大
学
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
と
高
齢
者
の
健
康
促
進
」
及
び
「
農

産
品
の
精
緻
な
研
究
開
発
」
で
は
教
育
部
企
業
社
会
責
任
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
計
画
補
助
を
受
け

て
い
る
。
前
者
は
ま
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
最
優
秀
実
践
賞
を
も
獲
得
し
て
い
た
。
農
産
品
及
び

看
護
機
具
の
精
緻
な
研
究
開
発
に
努
め
、
国
内
外
で
多
く
の
発
明
賞
を
獲
得
し
て
い
る
。

以
上
の
例
か
ら
見
て
、
慈
済
高
等
教
育
の
場
で
は
地
域
社
会
や
人
類
の
生
存
環
境
に

対
し
て
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
学
術
、
専
門
知
識
を
通
し
て
、
社
会
に
実
践
能
力
と
影

響
力
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
学
風
は
人
格
薫
陶
の
助
け
に
な
っ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
今
教
育
の
進
む
べ
き
道
の
青
写
真
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

教
育
の
進
む
べ
き
道

◎
訳
・
慈
願

編
集
者
の
言
葉
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教
育
の
伝
統
的
使
命
は
、
人
材
教
育
と
知
識
の
累
積
を
進
め
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
資
本
主
義
は
、
経
済
優
先
の
考
慮
を
受
け
て
、
高
等
教
育
に
職
業
訓
練
を
期

待
し
て
い
る
と
い
え
る
。
一
旦
景
気
が
下
落
す
る
と
、
悄
然
と
し
た
就
職
市
場
に
は
学

歴
も
価
値
の
な
い
も
の
に
代
わ
っ
て
し
ま
い
、
教
育
ま
で
が
連
帯
責
任
を
問
わ
れ
て
し

ま
う
。
こ
の
時
、
教
育
は
知
識
と
い
う
力
を
い
か
に
し
て
貢
献
す
れ
ば
こ
の
困
難
か
ら

抜
け
出
せ
る
の
だ
ろ
う
か
？

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奉
仕
の
力
を
か
り
て
、
社
会
に
入
っ
て
問
題
を
見
つ
け
解
決
す
る
場

合
、
慈
済
の
教
育
体
系
で
は
社
会
的
責
任
と
影
響
力
を
素
早
く
形
成
で
き
る
こ
と
に
重

点
を
置
い
て
い
る
。
慈
済
科
学
技
術
大
学
の
教
師
と
生
徒
の
よ
う
に
長
期
ケ
ア
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
拠
点
に
投
入
し
て
地
域
の
年
長
者
の
健
康
問
題
を
理
解
し
た
り
、
看
護
の
分

野
か
ら
補
助
器
具
を
開
発
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
Ａ
Ｐ
Ｐ
携
帯

装
置
や
補
聴
器
の
開
発
等
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
年
長
者
の
健
康
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
集

め
る
こ
と
は
、
同
時
に
そ
の
人
専
用
の
健
康
管
理
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
、
生
活
品

質
の
改
善
に
役
立
つ
は
ず
で
あ
る
。

二
〇
一
八
年
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
示
す
よ
う
に
、
世
界
の
前
三
大
問
題
は
、
気

候
変
動
、
衝
突
と
戦
争
、
並
び
に
貧
富
の
差
の
増
加
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
全
人
類
に
影

響
す
る
重
大
問
題
で
、
そ
の
す
べ
て
は
地
元
の
人
脈
と
連
携
が
必
要
だ
が
、
教
育
で
得

た
知
識
の
実
践
が
更
に
重
要
と
な
る
。

本
期
の
主
題
報
道
で
は
、
慈
済
の
建
設
支
援
で
あ
る
減
災
希
望
工
程
が
徐
々
に
完
成

し
て
使
用
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
慈
済
は
他
の
社
会
福
祉
機
構
と
公
益
合
作
を
行
っ
て
い
る
。

慈
善
と
教
育
を
密
接
に
結
び
つ
け
、
一
歩
一
歩
着
実
に
人
材
育
成
の
礎
を
築
き
、
教
育

の
進
む
べ
き
道
を
示
し
て
い
る
。
（
慈
済
月
刊
六
三
六
期
よ
り)



細
い
小
さ
な
流
れ
で
良
い
事
を
成
就
し

　
　
　
　
　
　
世
界
に
慈
善
の
足
跡
を
残
そ
う

願
行
は

常
の
如
く
に

慈
済
志
業
の
源
は
五
十
数
年
前
の
一
念
に
よ
り
、

発
展
が
遅
れ
て
い
た
花
蓮
で
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

寄
り
添
う
慈
善
の
最
初
の
一
雫
は
今
世
界
へ
と
邁
進
し
て
い
る
。

す
べ
て
は
世
界
中
か
ら
の
一
点
一
滴
の
愛
の
心
に
よ
る
成
就
で
あ
る
。

一
滴
の
水
も
河
と
な
す
。
こ
の
河
に
そ
の
一
滴
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

二
〇
一
九
年
に
あ
な
た
達
の
同
行
が
あ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

数
限
り
な
い
世
間
の
苦
難
に
対
し
、

慈
済
は
小
さ
な
一
粒
の
砂
ほ
ど
で
あ
れ
ど
も
、
終
始
初
心
を
忘
れ
ず
、

努
力
し
て
愛
の
共
鳴
を
喚
起
さ
せ
よ
う
。

こ
の
砂
粒
も
ガ
ン
ジ
ス
川
の
砂
と
な
る
よ
う
努
力
し
、

天
地
間
の
至
る
所
が
平
和
平
安
に
な
る
よ
う
に
努
力
を
し
よ
う
。
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設
計
・
黄
筱
哲
　
訳
・
慈
願



極
端
な
異
常
気
象
が
災
害
の
規
模
を
大
き
く
し
、
人
心
の
不
調
和
が
際
限
の
な
い

災
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
苦
難
に
満
ち
た
こ
の
世
に
愛
は
欠
か
せ
な
い
。
各
国
に

分
布
し
て
い
る
慈
済
人
は
近
く
の
支
援
に
も
国
境
を
越
え
た
支
援
に
も
尽
力
し

て
い
る
。
更
に
、
現
地
の
人
た
ち
を
慈
善
活
動
に
導
き
、
愛
を
根
付
か
せ
て
い
る
。

苦
難
の
あ
る
と
こ
ろ
に

二
○
一
九
年  

世
界
で
起
き
た
天
災
と
重
大
事
件

●
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
は
今
年
３
月
、
サ
イ

ク
ロ
ン
・
イ
ダ
イ
に
よ
っ
て
甚
大
な
被

害
を
被
っ
た
。
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

重
被
災
地
で
被
害
の
調
査
と
食
糧
の
配

付
を
行
っ
た
。
４
月
と
５
月
に
は
建
材

と
農
作
物
種
子
パ
ッ
ク
の
大
規
模
な
配

付
を
ニ
ャ
マ
タ
ン
ダ
地
区
で
実
施
し

た
。
（
攝
影
・
蕭
耀
華
）

蓮
の
花
が
咲
く

訳
・
善
耕
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アメリカ・
デトロイト市水害

　　地震、火山爆発　　火災　　水害　　風害、竜巻　　その他の重大事件

2019年慈済の災害支援マップ 

アメリカ・
南カリフォルニア・
リッジクレスト市
地震被害

アメリカ・テキサス州
ハリケーン・イメルダ被害

アメリカ・フロリダ州・
ハリケーン・マイケル被害

アメリカ・
オハイオ州竜巻被害

シエラレオネ共和国  
首都フリータウン水害

セルビア 難民ケア

トルコ 難民ケア

ヨルダン 
難民ケア

中国 青海省玉樹州 雪害
中国 四川省宜賓市 地震被害

ミャンマー  バゴー省 豪雨被害

タイ ラーチャブリー県 豪雨被害
ラオス チャンパサック省 豪雨被害

ザンビア  西部干ばつ被害

マラウイ サイクロン・イダイ被害

モザンビーク サイクロン・イダイ被害

ジンバブエ  サイクロン・イダイ被害

日本
台風19号(ハギビス)
被害

中国 
福建省南平市豪雨被害
 広東省豪雨被害

     パンパンガ州 地震被害

台湾
宜蘭県

南方澳漁港大橋崩落事故
フィリピン 　マニラ火災

ダバオ市水害

インドネシア 
パプア州  
ジャヤプラ水害

 スラウェシ豪雨被害

オーストラリア メルボルン森林火災

ホンジュラス　中南部水害
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全世界における慈善活動歴の累計
　　　　　　　　　（慈済月刊６３６期より)

中国 青海省 雪害（攝影・辺静）

フィリピン マニラ火災（攝影・Chad Dizon）

ミャンマー  バゴー省ニャンレイピン市 水災 （写真提供・ミャンマー連絡拠点） オーストラリア 　ビクトリア州の森林火災 （攝影・黄子云）

慈善人道支援：100の国と地域　　　　　（2019年9月現在）

学校の建設支援：16の国と地域で計 230校
　　　　　　　　　　　　　　　（2019年9月現在）

住宅の建設支援：15の国と地域で
　　　　　　　　　計18,730世帯（2018年末現在）

世界に分布する慈済の拠点：60の国と地域
　　　　　　　　　　　　　　　　（2019年9月現在）

慈済人医会の施療対象：　　　　　　（2018年末現在 )
　　　　　　50の国と地域で延 3,087,016人

ジンバブエ  サイクロン・イダイ被害

（攝影・李文傑）

（写真提供・インドネシア支部）

インドネシア パプア州  ジャヤプラ水害 



ず
、
様
々
な
自
然
災
害
に
よ
る
劣
悪
な
環
境
に

直
面
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
同
士
の
衝
突
地
域

で
は
威
嚇
や
脅
し
を
受
け
た
り
、
生
命
の
危
険

に
至
る
こ
と
も
あ
る
。

今
年
、
国
連
の
報
告
に
よ
る
と
今
、
人
類
が

直
面
す
る
危
機
の
中
で
も
地
球
の
温
暖
化
と
極

端
な
異
常
気
象
が
与
え
る
生
存
へ
の
脅
威
が
最

た
る
も
の
で
あ
る
。
毎
年
平
均
し
て
三
・
五
億

人
が
気
候
変
動
と
関
連
の
あ
る
災
害
で
影
響
を

受
け
て
い
る
。
生
物
の
多
様
性
が
失
わ
れ
つ
つ

あ
り
、
食
糧
不
足
と
貧
困
問
題
が
益
々
深
刻
さ

を
増
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
武
力
衝
突
や
暴
力

が
生
命
に
危
害
を
加
え
、
社
会
を
崩
壊
さ
せ
て

い
る
為
、
約
一
・
四
二
億
人
が
人
道
支
援
を
必

ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
国
連

本
部
の
入
り
口
ロ
ビ
ー
に
は
破
れ
た
国

連
旗
が
、
周
り
に
飾
ら
れ
た
象
徴
的
で
意
義
の

あ
る
各
国
か
ら
の
寄
贈
品
と
対
称
的
な
印
象
を

人
々
に
与
え
て
い
た
。

イ
ラ
ク
か
ら
持
ち
帰
っ
た
そ
の
紺
色
の
旗

は
、
二
○
○
三
年
八
月
十
九
日
に
国
連
駐
イ
ラ

ク
事
務
所
が
車
爆
弾
の
襲
撃
に
遭
っ
た
時
、
現

場
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

車
爆
弾
に
よ
る
事
件
は
国
連
史
上
最
も
重
大

な
襲
撃
事
件
の
一
つ
に
な
っ
た
。
国
連
特
使

セ
ル
ジ
オ
・
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・
デ
・
メ
ロ
を
含
む

二
十
二
人
が
死
亡
し
、
負
傷
者
は
百
五
十
人
余

り
に
上
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
は
歴
史
上
初
め
て
、

中
立
の
国
際
人
道
主
義
団
体
で
あ
る
国
連
が
テ

ロ
事
件
の
標
的
と
な
っ
た
事
件
で
も
あ
る
。

今
年
七
月
、
私
は
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共

に
慈
済
を
代
表
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
国
連
永

慈
済
が
国
連
実
務
に
参
与

◎
文‧

林
美
鳳
（
ド
イ
ツ
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
）　

訳
・
済
運

国
境
な
き
使
命

続
発
展
ハ
イ
レ
ベ
ル
政
治
論
壇
に
参
加
し
た

時
、
そ
の
破
れ
た
国
連
旗
を
見
て
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
、
『
法
華
経‧

五
百
弟
子
受
記
品
』
の
経

文
を
思
い
出
し
た
。
フ
ル
ナ
ミ
タ
ラ
ニ
シ
が
ブ
ッ

ダ
の
前
で
発
願
し
た
言
葉
で
あ
る
。
「
最
も
険

悪
な
場
所
に
行
っ
て
伝
法
し
、
ど
ん
な
に
罵
ら

れ
た
り
辱
め
ら
れ
、
叩
か
れ
斬
ら
れ
て
も
、
こ

の
身
で
以
て
恩
に
報
い
る
た
め
に
法
の
犠
牲
に

な
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
。

世
界
各
地
で
災
害
が
絶
え
ず
、
助
け
を
必
要

と
し
て
い
る
人
や
虐
待
さ
れ
て
い
る
弱
者
た
ち

が
増
え
続
け
て
お
り
、
人
道
支
援
は
と
て
も
危

険
で
あ
る
。
往
々
に
し
て
地
上
で
最
も
危
険
ま

た
は
貧
困
な
地
域
に
出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
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要
と
し
て
い
る
。

今
年
九
月
の
国
連
総
会
で
グ
テ
ー
レ
ス
事
務

総
長
は
、
「
世
界
は
重
大
な
挑
戦
を
受
け
て
お

り
、
一
会
員
国
や
一
組
織
で
解
決
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
皆
で
考
え
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
言
っ
た
。
国
連
は
、
組
織
の
運
営

方
式
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認

識
し
た
。
政
府
間
の
協
調
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、

各
方
面
か
ら
の
協
力
に
よ
っ
て
専
門
知
識
と
技

術
を
得
て
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
そ
れ
を
発

揮
す
る
こ
と
で
全
世
界
に
影
響
力
を
広
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

慈
済
が
国
連
の
関
連
実
務
に
参
与
す
る
こ
と

は
、
組
織
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
異
な
っ
た

国
や
組
織
と
経
験
を
共
有
し
た
り
、
提
言
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
と
共
に
、
世
界
各
地
で
様
々

な
永
続
発
展
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
参
加
で

き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
人
類
の

福
祉
に
尽
力
す
る
こ
と
で
あ
り
、
證
厳
法
師
が

全
て
の
慈
済
人
に
期
待
し
て
い
る
「
国
境
な
き

使
命
」
を
担
う
こ
と
に
当
て
は
ま
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
慈
済
月
刊
六
三
六
期
よ
り)

2019

2018

2010

2016

2013

2011

2008

2003

慈
済
と
国
際
社
会
の
出
会
い

人
道
支
援
や
気
候
変
動
、
環
境
保
全
、
若
者
の
公
益
、
女
性
の
慈
善
参
与
な
ど
を
軸
に
、
世
界
的
な
主
要
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
世
界
で
の
慈
善
活
動
の
軌
跡
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
人
が
善

行
す
る
よ
う
啓
発
す
る
と
共
に
、
善
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。

●
国
連
環
境
計
画
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
初
め
て

　
国
連
環
境
計
画
の
総
会
に
出
席
。

●
そ
の
後
、
国
連
が
世
界
各
地
で
開
い
た
会
議
に

　
１
４
回
出
席
。

●
国
連
の
関
連
主
要
会
議
に
２
１
回
に
渡
り
招
聘
さ
れ
る
。

●
国
連
信
仰
組
織
評
議
会
及
び
国
連
環
境
計
画
の
賛
同
に　

　

よ
っ
て
参
加
を
承
認
さ
れ
る
。

●
「
国
連
経
済
社
会
理
事
会
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
組
織

に
お
け
る
特
別
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」に
な
る
。

国連環境計画国連難民
高等弁務官事務所

国際志願
組織理事会

世界人道サミット 国連人口基金

世界保健機関

国連ＮＧＯ委員会

国連広報局

国際ボランティア組織
（インターアクション）

バチカン宗教会議

国連気候変動
枠組み条約事務局

国連経済社会理事会

国連女性機関
（ＵＮウィメン）

全米災害救援
ボランティア機構

国連信仰組織評議会
（United Nations Faith Advisory Council)
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慈
善
の
行
動
力

台
湾
に
根
付
か
せ
る

台
湾
で
は
、
毎
月
二
万
世
帯
余
り
の
弱
者
家
庭
が
、
慈
済
の
ケ
ア
で
危
機
を
免
れ

て
い
る
。
各
方
面
か
ら
の
愛
の
義
援
金
は
困
難
を
乗
り
越
え
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、
年
長
者
の
穏
や
か
な
生
活
を
維
持
し
、
視
覚
障
害
者
の
職
業
訓
練
、
突
発

的
な
緊
急
支
援
や
予
防
的
な
慈
善
行
為
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
長
期
的

な
奉
仕
活
動
は
完
全
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
無
償
の
行
為
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
慈

善
の
行
動
力
で
以
て
全
方
位
に
台
湾
を
守
り
、
深
く
根
付
か
せ
て
い
る
。

図
表
設
計
・
葉
又
華

撮
影
・
黄
筱
哲
　
訳
・
明
陛

慈済ものがたり 20
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コミュニティーの慈善活動に参加しよう

慈済支部を拠点に各種慈善活動を展開する。
地域ケアのネットワークに参加しよう。

健康
促進

地域
教育

	

防災支援
センター

本部

合心
チーム

各地域

所在地：花蓮本部（静思精舎）

指揮団体：防災協調総指揮センター

友好的連携関係：

の緊急支援物資倉
庫が台湾全土に分
布されている。

災害支援
センター

49　カ所

慈済の災害支援方法

国家災害防救テクノロジーセンター、
国家地震センター、中央災害応変セン
ター、中央気象局、消防署、水利署等

全台湾16カ所の静思堂

合心防災協調センター
各県や市の自治体、
消防署等

各地域の慈済連絡所
和気防災協調センター、
地域奉仕センター

各町村役場、村長、
ボランティア、
善意の大衆等

思いやり
と扶助
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全人学習教育
児童、青少年から大人まで、各種補習や学
習教育クラス、成長キャンプなど、弱者家
庭のケアや地域住民の学習成長のニーズに
応える。

2019年1から9月まで
慈善ケア
● 報告事案 10,175 件 
● 長期ケア  延べ 87,709 世帯 
● 家庭訪問 延べ 109,089 世帯 
● 緊急援助 10,121 件 
● 住環境改善　209 件 
● 学費補助 延べ 5,236 人 

機関との協力52件
機関への慰問393カ所

	

防災支援
センター

世帯

山岳地帯

コミュニティー

台湾の慈済人は毎月、平
均して二万世帯余りの家
庭 に ケ ア 訪 問 を し て い
る。ケースバイケースで
生活の補助や短期的な緊
急補助、家屋の修繕、奨
学金などがある。

現地で「酒の代わりにお茶」健康推進
活動、村落教室、生計のための産業復
興などの地域確立方案がある。

養護ホーム、心身障碍者、孤児院、ホ
ームレス支援団体などの社会福祉機関
と刑務所の警備機関への慰問活動と協
力関係方案。

青少年と児童
35%

心身障害
12%
疾患
11%

一般の大人
28%

高齢者
14%

ボランティア養成
地域ボランティアの養成、実務交流及び募集：
青年公益人材の育成プラットフォーム。

慈善展覧
長期ケア世帯に対して音楽や美術の創作を励まし、地域の
住民を招いて鑑賞する。学術研究への協力推進。慈済四大
志業の案内と解説等。

宗教に対する関心
灌仏会や歳末祝福会などの活動を行う

環境保全
資源回収、分類と
教育体験及び呼びかけ等

地域
教育

山岳地帯

学校

弱者群

コミュニティー

定期、定時の往診　

薬物使用防止教育、衛生教育

ケア家庭、ホームレス、外国人労働者への
健康診断：行動の不自由な身心障害者と福
祉施設などへの健康ケアサービスの提供。

医療保健講座：年長者ケアセンター
を設け、様々な方法で手助けする。　

健康
促進

思いやり
と扶助



う
に
な
っ
て
い
た
人
生
を
取
り
戻
し
た
。

失
望
、
絶
望
を
乗
り
越
え
て
、
希
望
に

新
北
市
新
荘
区
中
正
路
に
面
し
た
青
と
白
の

昔
な
が
ら
の
平
屋
は
、
過
ぎ
去
る
年
月
に
耐
え

ら
れ
ず
、
老
朽
化
し
た
外
壁
は
す
で
に
ぼ
ろ
ぼ

ろ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
一
九
五
一
年
に
設

立
さ
れ
、
六
十
年
以
上
経
っ
て
い
る
台
湾
盲
人

重
建
院
で
あ
る
。

台
湾
の
中
途
視
覚
障
害
者
は
年
間
千
人
以
上

の
割
合
で
増
加
し
て
い
る
。
彼
ら
が
自
立
し
た

生
活
を
送
る
術
を
学
習
し
、
キ
ャ
リ
ア
の
立
て

直
す
場
合
に
台
湾
盲
人
重
建
院
は
重
要
な
支
援

機
構
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
視
覚
障
害
者
世

学
習
し
、
今
で
は
、
自
力
で
調
理
や
洗
濯
、
パ

ソ
コ
ン
の
使
用
な
ど
、
失
明
の
後
に
は
で
き
な

か
っ
た
日
常
生
活
を
取
り
戻
し
た
。
さ
ら
に
一

人
で
外
出
す
る
こ
と
も
家
族
に
頼
ら
ず
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
を
建
て
直

す
た
め
、
訓
練
を
受
け
て
プ
ロ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

師
に
な
っ
て
、
生
活
費
を
稼
ぎ
、
社
会
復
帰
す

る
だ
け
で
な
く
自
信
も
取
り
戻
し
た
た
め
、「
役

に
立
た
な
い
人
間
」
と
い
わ
れ
る
心
配
も
な
く

な
っ
た
。

失
明
し
た
当
時
は
気
持
ち
が
沈
ん
で
絶
望
の

ど
ん
底
に
突
き
落
と
さ
れ
た
が
、
今
で
は
、
過

去
に
つ
い
て
も
朗
ら
か
に
話
せ
て
自
力
更
生
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
黄
国
豪
と
闕
文
莉
も
ま
た

盲
人
重
建
院
の
救
い
の
手
で
、
崖
か
ら
落
ち
そ

暗
や
み
の
人
生
で
道
を
模
索
す
る
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視
覚
障
害
者
を
社
会
的
に
支
援
模
索
す
る

「
台
湾
盲
人
重
建
院
（
視
覚
障
害
者
職
能
開
発
施
設
）
」
は
中
途
視
覚
障
害
者
の
生
活
再

建
の
た
め
の
職
業
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
慈
済
は
公
益
団
体
と
の
協
力
の
下
に
マ
ッ
サ
ー

ジ
師
養
成
講
座
を
補
助
し
て
お
り
、
今
年
で
四
年
目
に
な
る
。
中
途
視
覚
障
害
者
が
専
業

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
に
な
り
、
社
会
復
帰
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
。

◎
文
・
陳
麗
安
　
撮
影
・
蕭
耀
華
　
訳
・
心
嫈

ご
く
自
然
に
歩
き
、
慣
れ
た
道
を
通
っ
て

お
客
さ
ん
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
室
に
案
内
し

て
い
る
人
が
視
覚
障
害
者
で
あ
る
こ
と
は
言
わ

れ
る
ま
で
気
づ
か
な
い
。

昨
年
、
台
湾
盲
人
重
建
院
を
卒
業
し
た
ば
か

り
の
黄

ホ
ア
ン

国グ
オ

豪ハ
オ

と
闕

チ
ュ
エ

文
ウ
ェ
ン

莉リ
ー

は
、
二
人
と
も
病
気

で
失
明
し
て
視
覚
障
害
者
に
な
っ
た
。
彼
ら
が

人
生
の
ど
ん
底
に
い
た
時
に
、
重
建
院
で
希
望

を
模
索
し
た
。

彼
ら
は
盲
人
重
建
院
で
改
め
て
生
活
技
能
を



マ
ッ
サ
ー
ジ
師
に
合
格
し
て
順
調
に
職
業
に
就

い
て
い
る
。

慈
済
基
金
会
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ

る
徐

シ
ュ
ー

瑞ル
イ

琼チ
ョ
ン

は
、
「
慈
済
の
ケ
ア
世
帯
で
家
族
が

中
途
視
覚
障
害
者
に
な
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く

な
い
の
で
す
。
一
部
の
視
覚
障
害
者
は
元
来
は

家
庭
の
大
黒
柱
だ
っ
た
の
で
す
が
、
視
力
低
下

の
た
め
に
働
け
な
く
な
り
、
生
活
に
困
難
を
き

た
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

寄
り
添
い
な
が
ら
視
覚
障
害
関
連
の
資
源
を
探

す
手
伝
い
を
し
ま
す
。
『
心
身
障
害
証
明
』
の

年
来
社
会
の
変
化
に
し
た
が
っ
て
、
ま
た
詐
欺

事
件
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
で
、
寄
付
す
る
人

の
意
欲
が
徐
々
に
低
下
し
、
資
金
調
達
の
正
当

性
と
真
実
性
に
さ
え
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

視
覚
障
害
者
の
生
活
復
帰
を
支
援
す
る
重
要

な
拠
点
の
運
営
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
台
湾

盲
人
重
建
院
は
二
○
一
六
年
か
ら
慈
済
基
金
会

と
「
公
益
協
力
協
定
書
」
を
取
り
交
わ
し
た
。

視
覚
障
害
者
が
社
会
と
職
場
に
復
帰
出
来
る
よ

う
、
慈
済
が
協
力
す
る
こ
と
に
期
待
し
た
。
慈

済
は
「
ク
ラ
ス
Ｃ
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
養
成
班
」
の

学
生
た
ち
が
安
心
し
て
受
験
準
備
に
専
念
で

き
る
よ
う
に
彼
ら
の
生
活
費
を
助
成
し
て
い

る
。
今
年
で
協
力
し
て
四
年
目
に
な
り
、
合
計

四
十
七
人
の
視
覚
障
害
者
学
生
が
ク
ラ
ス
Ｃ

帯
の
負
担
を
軽
減
し
、
彼
ら
が
立
ち
上
っ
て
職

場
に
復
帰
す
る
こ
と
を
励
ま
す
た
め
、
院
内
で

提
供
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
訓
練
は
全
て
無
料

で
あ
る
。

社
会
復
帰
コ
ー
ス
の
訓
練
期
間
中
、
学
生
は

院
内
で
寄
宿
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た

各
自
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
適
切
な
コ
ー
ス

が
選
べ
る
。
重
建
院
の
職
員
林リ

ン

夏シ
ア

妃フ
ェ
イは

、
「
自

立
し
て
生
活
で
き
る
ま
で
の
所
要
時
間
は
、
速

い
人
は
約
半
年
か
ら
一
年
で
、
遅
い
人
は
二
、

三
年
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
た
。

長
い
間
、
職
業
訓
練
コ
ー
ス
と
生
活
再
建
に

必
要
な
費
用
は
、
労
働
部
の
助
成
金
と
重
建
院

の
募
金
に
依
存
し
て
い
る
が
、
経
費
が
大
き
い

た
め
赤
字
続
き
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
こ
こ
十

●
台
湾
盲
人
重
建
院
は
、
毎
年
お
よ
そ
１
０
０
０
人
の
視

覚
障
害
者
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
院
内
各
種
の

学
習
コ
ー
ス
に
加
え
て
、
教
師
は
学
生
を
連
れ
て
外
で
「
方

向
性
行
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
行
い
、
学
生
が
白
い
杖
を

使
用
し
て
方
向
と
空
間
の
概
念
を
確
立
し
、
単
独
で
安
全

に
目
的
地
に
到
達
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
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晴
眼
者
は
、
視
覚
障
害
者
の
生
活
が
ど
れ
ほ

ど
不
便
な
の
か
、
想
像
し
難
い
で
あ
ろ
う
。
彼
ら

は
一
歩
踏
み
出
す
だ
け
で
も
不
安
な
の
だ
。
特

に
頼
り
の
白
い
杖
を
不
適
切
に
導
く
の
は
恐
怖

を
感
じ
さ
せ
る
と
同
時
に
怪
我
さ
せ
や
す
い
動

作
で
あ
る
。
従
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
重
建
院

で
学
生
に
付
き
添
う
前
に
、先
ず
「
視
覚
障
害
者
」

の
日
常
を
体
験
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
専
門
家
か

ら
「
人
導
法
」
と
視
覚
障
害
者
に
適
切
に
寄
り
添

う
方
法
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
付
添
い
を
使
命
と
見
な

し
、
学
生
が
安
心
し
て
信
頼
で
き
る
関
係
を
確

立
し
、
ま
た
様
々
な
レ
ジ
ャ
ー
活
動
に
お
い
て

彼
ら
を
世
話
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
年
に
四

回
あ
る
院
外
指
導
で
は
重
建
院
の
職
員
が
共
に

有
無
を
確
認
し
た
り
、
視
覚
障
害
者

世
帯
と
し
て
ど
の
よ
う
な
社
会
福
祉

の
支
援
が
得
ら
れ
る
の
か
を
探
す
の

で
す
」
と
説
明
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

視
覚
障
害
者
に
寄
り
添
う

水
曜
日
の
夜
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

か
ら
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
慈

済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
毎
月
少
な
く

と
も
一
回
、
夜
の
時
間
に
来
て
、
学

生
た
ち
と
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
「
證
厳

法
師
が
語
る
物
語
」
の
ビ
デ
オ
を
再

生
し
て
音
声
を
聞
か
せ
た
り
、
「
竹
筒

歳
月
」
の
話
を
し
た
り
し
て
心
得
を

分
か
ち
合
っ
て
い
る
。

徐
瑞
琼
は
、
「
学
生
の
中
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク

や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
者
も
い
ま
す
が
、
信

仰
が
違
う
か
ら
と
言
っ
て
参
加
し
な
い
よ
う
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
竹
筒
歳
月
の
話
を
し
た

時
も
善
行
に
宗
教
の
区
別
は
な
い
と
信
じ
て
お

り
、
自
発
的
に
竹
筒
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
ま

た
、
可
能
な
限
り
他
の
視
覚
障
害
者
を
助
け
る

た
め
に
、
定
期
的
に
寄
付
す
る
学
生
も
い
ま
す
」

と
話
し
た
。

夕
方
の
自
習
に
加
え
て
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
学
生
た
ち
が
本
格
的
に
職
業
訓
練
を
受
け

る
二
、
三
カ
月
前
に
人
文
講
座
を
企
画
し
、
同

じ
障
害
者
を
招
い
て
、
そ
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー

リ
ー
を
分
か
ち
合
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

52件

313 40 38 2機関との協力

養護ホーム

対象：知的障害者施設、矯正施設、留置場、養護老人ホーム、
　　　警察署や消防署など
内容：慰問、公益の調達、物資及び経費の支援
統計：延べ171,993人が恩恵を受けた。
　　　延べ47,047人のボランティアが参加した。（2018年）

慈済地域ケア機構 393カ所

心身障害
保育施設

刑務所での
カウンセリング
と警察機関 ホームレス

ケア機関
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学
生
に
同
行
し
て
バ
ス
乗
車
を
体
験
し
、
新
荘

区
の
旧
市
街
地
を
知
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
ボ
ー

リ
ン
グ
や
故
宮
博
物
館
見
学
ま
で
す
る
。

適
切
な
付
き
添
い
は
、
視
覚
障
害
者
に
と
っ

て
一
種
の
心
の
拠
り
所
で
あ
り
、
さ
ら
に
大
き

な
励
ま
し
で
あ
る
。
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
盲

人
重
建
院
の
職
員
た
ち
は
、
全
て
の
視
覚
障
害

者
が
心
と
目
の
障
害
を
乗
り
越
え
、
さ
ま
ざ
ま

な
学
習
や
か
か
わ
り
あ
い
の
経
験
を
通
し
て
人

生
の
価
値
を
見
つ
け
、
自
分
を
信
じ
て
勇
敢
に

人
生
を
変
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

（
慈
済
月
刊
六
三
六
期
よ
り)

●
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
重
建
院
で
学
生
た
ち
と
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
分
か
ち
合
っ
た
り
す
る
だ
け

で
な
く
、
学
生
が
昼
間
の
ク
ラ
ス
で
学
ん
だ
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
ス
キ
ル
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
で
実
地
に
練
習
す
る
。

慈
済
の
慈
善
モ
デ
ル
を
世
界
に
分
か
ち
合
う

こ
の
半
世
紀
余
り
、
慈
済
の
慈
善
モ
デ
ル
は

社
会
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
我
々
は
慈

済
の
優
勢
を
活
用
し
、
世
界
に
対
し
て
よ
り

大
き
な
プ
ラ
ス
の
影
響
力
を
発
揮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

◎
口
述
・
顔
博
文
（
慈
済
慈
善
事
業
基
金
会
執
行
長
） 

　
取
材
と
文
・
李
委
煌
　
撮
影
・
黄
筱
哲
　
訳
・
惟
明

慈
済
の
慈
善
志
業
は
台
湾
に
始
ま
り
、
世

界
へ
踏
み
出
し
て
い
る
。
慈
済
は
能
力

を
活
か
し
て
、
災
難
が
あ
る
所
や
苦
難
を
受
け

て
い
る
人
々
が
い
れ
ば
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

(

撮
影
・
林
家
如)
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加
者
を
対
象
に
世
界
が
直
面
し
て
い
る
最
も
深

刻
な
問
題
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し

た
と
こ
ろ
、
「
気
候
変
動
」
が
ラ
ン
キ
ン
グ
一

位
に
な
っ
て
い
た
。

Ｐ
Ｗ
Ｃ
会
計
士
事
務
所
は
毎
年
台
湾
を
含

め
、
企
業
規
模
が
五
億
ド
ル
以
上
の
企
業
千
社

の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
対
し
て
調
査
を
し
て
ま
と
め
た

「
二
〇
一
九
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｅ
Ｏ
展
望
」
に
よ

る
と
、
気
候
変
動
が
初
め
て
成
長
企
業
リ
ス
ク

ラ
ン
キ
ン
グ
で
一
位
に
な
っ
た
。

言
い
換
え
れ
ば
、
地
球
温
暖
化
と
気
候
変
動

は
実
質
的
に
人
類
の
経
済
発
展
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。
問
題
が
切
実
に
感
じ
ら
れ
た

か
ら
、
終
に
皆
が
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た

化
の
同
時
発
展
の
趨
勢
は
、
何
年
も
前
か
ら
「
地

球
規
模
且
つ
地
域
化
」(

g
l
o
b
a
l
i
z
a
t
i
o
n

と

l
o
c
a
l
i
z
a
t
i
o
n

を
合
わ
せ
た
造
語)

を
打
ち

出
し
て
き
て
い
る
。

半
世
紀
以
来
、
慈
済
は
長
期
支
援
、
緊
急
支

援
、
冬
季
配
付
、
大
規
模
災
害
支
援
な
ど
人
文

の
特
色
を
備
え
た
人
道
支
援
の
経
験
を
積
み
重

ね
て
き
た
。
現
在
、
地
球
と
人
類
が
直
面
し
て

い
る
危
機
に
対
応
す
る
た
め
に
、
慈
済
の
歩
調

も
ま
た
刷
新
さ
れ
て
い
る
。
今
年
は
九
二
一
大

震
災
の
二
十
周
年
と
、
モ
ラ
コ
ッ
ト
風
災(

平

成
二
十
一
年
台
風
八
号)

十
周
年
を
迎
え
た
。

台
湾
は
地
理
的
に
地
震
や
台
風
に
襲
わ
れ
や
す

い
。
当
時
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
被
害
の
凄

は
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
る
。

こ
の
数
年
来
、
慈
済
慈
善
事
業
基
金
会
の
年

度
慈
善
支
出
を
分
析
す
る
と
、
八
割
以
上
が
台

湾
に
使
わ
れ
て
お
り
、
海
外
向
け
の
支
出
は
相

対
的
に
少
な
い
。
慈
済
は
国
際
慈
善
活
動
す
る

と
同
時
に
、
「
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
育
成

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
即
ち
志
業
や
慈
善
の

永
続
に
は
必
ず
現
地
の
資
源
と
人
材
を
投
入
し

て
こ
そ
着
実
に
、
自
力
更
生
と
自
給
自
足
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

台
湾
の
慈
善
に
は
深
さ
、
そ
し
て
海
外
で
の

慈
善
に
は
広
さ
が
要
求
さ
れ
、
両
者
と
も
推
進

す
る
上
で
、
時
代
の
変
遷
に
応
じ
て
臨
機
応
変

に
調
整
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
国
際
化
と
地
域

ま
じ
さ
に
は
心
が
痛
む
。
今
日
に
至
っ
て
、
地

球
は
頻
発
す
る
災
害
を
通
し
て
、
全
人
類
に
警

鐘
を
鳴
ら
し
続
け
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
世

界
は
皆
で
正
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

世
を
震
撼
さ
せ
る
災
難
に
対
し
て
人
々
は
戒

を
慎
み
、
敬
虔
に
素
早
く
行
動
を
と
る
べ
き
だ

と
證
厳
上
人
は
早
く
か
ら
呼
び
か
け
て
き
た
。

慈
済
は
長
期
に
わ
た
っ
て
気
候
の
変
動
に
注
目

し
、
国
際
間
で
も
今
は
地
球
温
暖
化
の
深
刻
さ

を
認
識
し
て
い
る
。

受
け
入
れ
難
い
気
候
変
動

二
〇
一
八
年
の
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
参
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の
で
あ
る
。

二
〇
一
九
年
世
界
経
済
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
世
界
銀
行

の
首
席
は
期
せ
ず
し
て
一
致
し

て
「
気
候
変
動
の
防
止
策
を
積

極
的
に
講
じ
な
け
れ
ば
、
自
然

災
害
に
よ
る
人
命
や
経
済
損

失
は
も
っ
と
大
き
く
な
る
」
と

言
っ
た
。
肉
食
を
減
ら
す
こ
と
は
二
酸
化
炭
素

の
排
出
削
減
と
温
暖
化
抑
止
に
効
果
が
あ
る
こ

と
を
国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
も
発
見
し
た
。
即
ち
菜
食
は

地
球
環
境
に
優
し
い
食
生
活
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
情
報
が
多
様
化
し
て
い
る
昨
今
で
は
、

若
者
は
様
々
な
国
際
情
報
を
素
早
く
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
幅
広
く
情
報
が

入
る
以
外
に
、
も
っ
と
重
要
な
の
は
人
々
が
こ

の
共
通
認
識
の
価
値
を
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
、

実
践
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
初
め
て
今
、

地
球
が
直
面
し
て
い
る
問
題
を
改
善
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
。

貴
重
な
経
験
を
世
界
と
シ
ェ
ア
す
る

慈
済
の
四
大
志
業
に
は
多
く
の
「
宝
」
が
隠

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
慈
済
環
境
保
全
志
業

は
今
年
で
三
十
周
年
に
な
る
。
中
で
も
回
収
、

分
類
、
粒
状
、
紡
糸
、
紡
織
、
販
売
な
ど
様
々

な
過
程
で
「
エ
コ
糸
」
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
形
作
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
世
界
が
今
重
視
し

て
い
る
「
循
環
経
済
」
（C

i
r
c
u
l
a
r
 
E
c
o
n
o
m
y

）

で
も
あ
る
。

慈
済
の
環
境
保
全
は
完
全
な
経
済
サ
イ
ク
ル

●
慈
済
志
業
に
は
多
く
の
「
宝
」
が
隠

さ
れ
て
い
る
。
慈
済
が
台
湾
で
３
０
年

間
推
進
し
て
き
た
環
境
保
全(

エ
コ)

活
動
は
多
く
の
人
の
環
境
や
消
費
に

対
す
る
反
省
と
意
識
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
き
た
。
こ
れ
は
一
種
美
し
い
悟
り

を
伴
っ
た
心
の
循
環
に
な
っ
て
い
る
。
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を
創
造
し
て
い
る
。
製
品
化
を
通
し
て
人
々
に

も
っ
と
エ
コ
の
理
念
と
価
値
を
重
視
さ
せ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
得
た
収
益
を
大
愛

テ
レ
ビ
局
に
投
入
し
て
善
美
の
情
報
や
テ
レ
ビ

番
組
を
全
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多

く
の
人
に
感
動
を
与
え
、
エ
コ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
目
指
す
人
を
増
や
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

慈
済
の
環
境
保
全
活
動
は
「
経
済
サ
イ
ク
ル
」

以
外
に
、「
精
神
サ
イ
ク
ル
」
を
も
創
っ
て
い
る
。

二
つ
の
サ
イ
ク
ル
を
繋
げ
ば
、
ま
る
で
数
学
の

「
無
限
大
∞
」
符
号
の
よ
う
に
途
切
れ
る
こ
と

な
く
、
更
に
多
く
の
人
が
エ
コ
に
努
め
励
む
よ

う
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

私
は
、
経
済
サ
イ
ク
ル
と
精
神
サ
イ
ク
ル
の

も
ら
え
る
だ
ろ
う
。

慈
済
に
は
、
尊
敬
に
値
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

達
を
紹
介
す
る
モ
デ
ル
が
沢
山
あ
る
。
彼
ら
は

宗
教
精
神
と
結
合
し
た
、
無
償
、
自
費
、
自
分

の
時
間
、
寄
付
の
モ
ッ
ト
ー
の
下
に
社
会
奉
仕

に
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
国
際
社
会
の

舞
台
で
声
を
上
げ
、
さ
ら
に
多
く
の
国
際
人
に

参
加
を
呼
び
か
け
る
の
に
値
す
る
唯
一
無
二
の

も
の
で
あ
る
。

デ
ー
タ
が
プ
ラ
ス
の
影
響
力
を
表
す

心
の
面
か
ら
見
る
と
、
慈
済
人
の
慈
善
ケ

ア
に
要
求
も
条
件
も
設
け
な
い
と
い
う
の
は
、

両
面
を
持
つ
慈
済
の
エ
コ
・
モ
デ
ル
は
世
界
で

も
唯
一
無
二
の
も
の
で
あ
り
、
世
界
各
地
に
出

し
て
も
「
ハ
イ
ラ
イ
ト
」
で
あ
る
と
思
う
。

そ
の
他
、
慈
済
の
「
無
言
の
良
師
」
が
あ
る

―
―
亡
く
な
っ
た
後
、
遺
体
を
医
学
教
育
や
模

擬
手
術
の
為
に
寄
贈
す
る
「
遺
体
先
生
」
は
各

界
に
認
め
ら
れ
、
人
々
は
学
習
に
訪
れ
て
い
る
。

又
、
慈
悲
の
科
学
に
関
す
る
研
究
開
発
や
非
血

縁
者
間
の
造
血
幹
細
胞
寄
贈
運
動
、
国
際
災
害

支
援
の
モ
デ
ル
等
全
て
が
、
全
人
類
に
有
益
な

宝
で
あ
り
、
国
際
舞
台
に
お
け
る
模
範
と
言
え

る
。
も
し
も
慈
済
が
創
造
し
た
人
道
支
援
の
経

験
を
論
述
す
れ
ば
、
世
界
に
披
露
す
る
機
会
が

得
ら
れ
、
さ
ら
に
多
く
の
人
に
見
て
感
動
し
て

慈済の一貫した環境保全システム
２つのサイクル

黄金

清流

経済
サイクル

精神
サイクル

愛

地球を
巡る

エコ
製品

回収
分類

紡績
原材料
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り
大
き
な
プ
ラ
ス
の
影
響
力
を
発
揮
す
べ
き

で
あ
る
。
こ
の
数
年
来
、
国
連
や
国
際
組
織

が
様
々
な
活
動
に
慈
済
の
参
加
を
招
き
、
慈

済
に
ホ
ス
ト
役
と
し
て
、
発
表
、
或
い
は
エ

コ
や
国
際
災
害
支
援
の
成
果
を
発
表
し
て
も

ら
っ
て
お
り
、
国
際
舞
台
を
通
し
て
慈
済
の

プ
ラ
ス
の
影
響
力
を
も
っ
て
世
界
が
一
層
美

し
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

（
慈
済
月
刊
六
三
六
期
よ
り)

に
、
数
値
化
し
た
デ
ー
タ
を
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

客
観
的
に
多
方
面
か
ら
評
価
し
、
数
値
化
し

た
慈
善
項
目
の
全
体
的
な
貢
献
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｏ
Ｉ

（S
o
c
i
a
l
 
r
e
t
u
r
n
 
o
n
 
i
n
v
e
s
t
m
e
n
t

）
の
精

神
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
社
会
的
投
資
収
益
率
」

と
訳
さ
れ
る
が
、
私
は
「
社
会
的
プ
ラ
ス
影

響
力
」
と
解
釈
し
た
方
が
慈
済
に
適
し
て
い

る
と
思
う
。
そ
れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ

て
良
い
啓
示
と
励
ま
し
に
も
な
っ
て
い
る
。

慈
済
は
半
世
紀
余
り
の
慈
善
活
動
の
努
力

と
累
積
で
社
会
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
き
た
。

我
々
は
そ
の
優
勢
を
活
か
し
て
、
世
界
に
よ

●
慈
済
の
「
エ
コ
・
一
貫
シ
ス
テ
ム
」
は
回
収
か
ら
分
類
、

粒
状
化
、
紡
糸
、
紡
織
、
販
売
な
ど
の
多
様
な
過
程
を
経
て
、

１
つ
の
エ
コ
糸
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
形
成
し
て
お
り
、

世
界
が
注
目
し
て
い
る
循
環
経
済
の
手
本
に
な
っ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
気
候
変
動
の
速
度
を
緩
め
、
生
存
危
機
か

ら
地
球
を
救
う
為
の
慈
済
の
努
力
を
示
し
て
い
る
。

證
厳
法
師
が
常
に
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
慈

済
人
に
と
っ
て
善
行
は
日
常
の
本
質
で
あ
る

こ
と
に
由
来
す
る
。
見
返
り
を
求
め
な
い
ご

く
自
然
な
行
い
な
の
だ
。
前
足
を
踏
み
出
し

た
ら
後
ろ
足
を
地
面
か
ら
離
す
。
こ
れ
も
仏

の
教
育
の
本
懐
で
あ
る
。

今
の
社
会
は
統
計
や
分
析
に
よ
る
デ
ー
タ

の
数
値
化
を
重
視
し
て
い
る
。
慈
善
団
体
に

と
っ
て
も
数
字
と
数
量
は
と
て
も
重
要
で
、

そ
う
し
な
け
れ
ば
、
組
織
の
運
営
成
果
は
測

り
よ
う
が
な
い
。
特
に
人
々
は
慈
善
組
織
に

た
い
す
る
期
待
と
レ
ベ
ル
が
日
に
日
に
増
し

て
い
る
た
め
、
「
数
字
が
も
の
を
言
う
」
よ
う
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教育志業の影響力と社会実践
慈済教育志業体の教
師と学生は、ボラン
ティアの地域奉仕を
題材に専門的なリサー
チをした。学術研究開
発及び社会での実践に
おいて、「大学の影響
力」と「社会的実践
力」を示した。

コミュニティ奉仕への
参加、問題の提議、

実践を
踏まえた

慈済大学

図の設計・葉又華　
訳・李曉萍（明湉）

慈済科技大学
研究
開発

学校で
の授業

影響力
実践力



2020・145

慈済大学

学んだことを役立てる　
先住民、新住民、インドネシア人向け専門コース

２０１９年影響力のある大学の世界ランキング
で６７位、台湾では１位となった。　

校內と吉林郷福興村、秀林郷佳民村に３カ所のサービス拠点
の設立を申請し、日本の「リハビリテーションを通し、でき
る事を少しずつでも増やし、介護サービスを減らしていく 
引き算の介護（ 夢のみずうみ村デイサービスセンター）」を模
倣して高齢者向けのケアコースを設計した。
高齢者の健康状態を監視できるアプリとリハビリ支援機器 
を開発する

慈済科技大学
長期ケアに関して、教師と学生は認知症
コミュニティサービス拠点の設立に参与した。

革新的な研究開発、
精緻な農耕と看護の分野で賞を獲得。

教育部からＵＳＲ（University Social Responsibility 大学の社
会的責任）プロジェクト補助を受けると共にベストプラクティス
賞を受賞した。
●

東部における農業のアップグレードと発展を支援する。例え
ば、赤キヌアやイシクラゲ等に含まれる活性物質から生物医
学的ヘルスケア及びコスメの開発、更に被災した農家への無
償サポート及び技術提供を行っている。
看護学科の教師と学生は、臨床における革新的な発明で何度
も受賞している。例えば「輸液逆流防止装置」は効果的に点
滴液に血液が逆流するのを防ぐことができ、簡易式薬剤抽出
の安全注射器で看護師を守っている。

教育部からＵＳＲ（University Social Responsibility 大学の社
会的責任）プロジェクト補助と全国イノベーション賞、2018年
度国家発明アイデア賞で銀賞を獲得。

世界的に権威のあるタイムズ・ハイアー・エデュケーション
が初めて評価した結果である。
国連の１７項目持続可能な開発目標（ＳＤＧ）の中の11項
目を審査基準にした。
慈済大学はＳＤＧ３で健康及び社会福祉の項目とＳＤＧ１２
で持続可能な消費と生産様式の２つの項目で、台湾の１位に
輝いた。

●

２０１８台湾持続可能な開発賞を受賞した。　

建築はグリーンビルディングを最高原則とする。
「環境保全の持続」関連コースは、年間全コースの８％を占
める。
年間平均して７０回以上の環境保全教育活動を行う。
教師と学生は環境に優しいマイ食器を使い、廃棄物のリサイ
クル率は５０％以上でなければならない。

１９９６年以来、先住民向け看護専門コースが設立され、今
までに合計1,634名の先住民学生が卒業した。
２０１９年に初めて３０名の看護学部新住民特待生を募集し
た。５年間の学業を全額補助し、食費、雑費などを含み、家
計の負担を軽減している。卒業後は慈済の医療志業体に就職
することを選択できる。
２０１９年、初めて２５名のインドネシア人学生が募集さ
れ、一連の面接と筆記試験を受けた後、台湾に来て農業管理
とマーケティングを学ぶ。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

（慈済月刊六三六期より )



救
済
と
防
災
を
並
行
し
て

極
端
な
災
害
に
備
え
る

慈
済
は
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
人
道
的
救
援
活
動
の
経
験
を
蓄
積
し
て
き

た
。
緊
急
支
援
か
ら
、
災
害
後
の
再
建
、
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
重
視
す
る

の
が
予
防
的
な
慈
善
活
動
で
あ
る
。
早
期
の
貧
困
者
の
た
め
の
住
居
修
繕

に
始
ま
り
、
今
の
「
減
災
希
望
工
程
」
、
「
防
災
社
会
教
育
」
に
至
る
ま

で
、
万
全
の
準
備
を
以
て
自
然
災
害
の
衝
撃
に
備
え
て
い
る
。

●
慈
済
が
「
減
災
希
望
工
程
」
に
よ
り

支
援
建
設
し
た
苗
栗
県
の
公
館
中
学
校

の
事
務
棟
は
、
今
年
完
成
し
使
用
開
始

さ
れ
た
。
（
撮
影
・
顔
霖
沼
）



務
教
育
九
年
化
推
進
政
策
に
対
応
し
て
建
設
し

た
も
の
で
あ
る
。
波
形
の
屋
根
、
片
持
ち
梁
の

廊
下
、
大
き
な
窓
を
持
つ
設
計
は
、
当
時
新
設

の
公
立
中
学
校
が
採
用
し
た
「
教
室
」
の
標
準
で
、

公
立
中
学
校
に
改
正
さ
れ
た
初
等
中
学
校
の
多

く
が
、
新
教
室
の
増
築
に
際
し
て
こ
の
ス
タ
イ

ル
を
踏
襲
し
た
。
し
か
し
、
半
世
紀
に
わ
た
っ

て
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
、
台
風
や
地
震
の
損
害
を

受
け
た
こ
れ
ら
の
「
祖
父
級
」
の
校
舎
は
、
も
は

や
子
供
た
ち
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り

か
、
校
内
の
安
全
を
脅
か
す
可
能
性
す
ら
あ
る
。

総
務
主
任
の
何ホ

ー

孟モ
ン

樺ホ
ア

さ
ん
は
、
改
築
前
を
思

い
出
し
て
言
っ
た
。
「
一
階
の
廊
下
も
、
二
階

の
廊
下
も
、
鉄
筋
が
む
き
出
し
で
、
雨
漏
れ
も

花
蓮
県
の
三
民
中
学
校
、
苗
栗
県
の
後
龍
中

学
校
、
造
橋
中
学
校
の
新
校
舎
が
完
成
し
使
用

を
開
始
し
た
。
ま
た
苗
栗
県
の
公
館
中
学
校
、

県
立
苑
里
高
校
で
も
一
部
の
校
舎
で
授
業
が
開

始
さ
れ
た
。
第
二
期
工
事
は
進
行
中
で
あ
る
が
、

安
全
を
脅
か
す
問
題
は
解
消
さ
れ
た
。
慈
済
に

よ
る
老
朽
化
し
た
校
舎
の
改
築
工
事
、
減
災
希

望
工
程
の
目
標
は
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

花
蓮
三
民
中
学
校

台
湾
青
少
年
野
球
の
星

一
九
六
八
年
に
創
立
さ
れ
た
花
蓮
県
玉
里
鎮

の
三
民
中
学
校
は
、
花
蓮
県
が
中
央
政
府
の
義

「
減
災
希
望
工
程
」
で
安
全
性
達
成
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使
用
禁
止
校
舎
の
改
築

各
方
面
で
義
務
教
育
十
二
年
化
の
新
課
程
の
内
容
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
る
一
方
で
、
多
く
の

学
校
は
い
ま
だ
教
員
や
生
徒
の
安
全
を
脅
か
す
古
い
校
舎
を
建
て
替
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に

い
る
。
慈
済
は
二
〇
一
四
年
よ
り
、
台
湾
全
土
で
二
十
六
の
使
用
禁
止
校
舎
の
支
援
建
設
を

行
っ
て
き
た
。
二
〇
二
〇
年
に
苗
栗
県
の
二
校
が
完
成
し
使
用
開
始
さ
れ
れ
ば
、
「
減
災
希

望
工
程
」
は
全
て
の
工
事
が
完
了
す
る
こ
と
に
な
る
。

◎
文
・
葉
子
豪
　
撮
影
・
顔
霖
沼
　
訳
・
黒
川
由
希

慈
済
が
展
開
し
て
き
た
二
〇
一
四
年
か

ら
の
「
減
災
希
望
工
程
」
は
、
花
蓮
、

台
東
、
高
雄
、
屏
東
及
び
苗
栗
に
お
い
て
、

二
十
六
の
小
中
学
校
の
古
い
使
用
禁
止
校
舎
の

改
築
を
手
が
け
、
順
に
使
用
が
開
始
さ
れ
て
い

る
。
最
後
に
完
成
し
た
五
つ
の
支
援
対
象
校
も
、

二
〇
一
九
年
九
月
の
新
学
期
に
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。



け
る
減
災
希
望
工
程
は
、
こ
こ
に
有
終
の
美
を

飾
る
こ
と
に
な
っ
た
。

後
龍
中
学
校
、
造
橋
中
学
校

安
全
が
確
保
さ
れ
た
嬉
し
い
入
居

減
災
希
望
工
程
の
支
援
を
受
け
た
県
や
市
の

中
で
、
苗
栗
県
は
台
湾
北
中
部
唯
一
の
自
治
体
で

あ
り
、
県
内
の
中
学
校
及
び
高
校
四
校
が
支
援

を
受
け
た
。
そ
の
う
ち
苗
栗
県
北
部
に
位
置
す

る
後
龍
中
学
校
と
造
橋
中
学
校
の
教
員
と
生
徒

は
、
今
年
の
新
学
期
よ
り
新
校
舎
に
入
居
し
た
。

「
旧
校
舎
は
安
全
上
の
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

国
立
地
震
工
程
セ
ン
タ
ー
の
検
査
で
基
準
に
達

教
員
と
生
徒
は
国
立
玉
里
高
校
に
間
借
り
し
て

授
業
を
行
な
っ
た
。

改
築
期
間
中
は
様
々
な
問
題
が
あ
っ
た
が
、

生
徒
達
の
向
上
心
に
影
響
す
る
こ
と
は
な
く
、

多
く
の
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
た
。
三
民
中

学
校
の
野
球
部
は
、
二
〇
一
七
年
全
国
青
少
年

選
手
権
大
会
で
優
勝
し
、
Ｕ
１
５
ア
ジ
ア
野
球

選
手
権
大
会
に
出
場
し
て
二
位
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
二
〇
一
八
年
八
月
の
全
国
青
少
年
野
球
に

お
い
て
は
三
位
の
成
績
を
残
し
た
。

「
こ
れ
は
花
蓮
の
歴
史
上
、
大
き
な
出
来
事

で
す
」
と
、
鄭

チ
ョ
ン

健
ジ
エ
ン

民ミ
ン

校
長
は
生
徒
達
を
褒
め

称
え
、
ま
た
慈
済
の
支
援
に
よ
る
新
校
舎
に
つ

い
て
も
賛
辞
を
述
べ
た
。
「
一
言
で
は
形
容
で

ひ
ど
か
っ
た
の
で
す
。
一
番
危
険
だ
っ
た
の
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
が
落
ち
て
く
る
こ
と
で
し

た
」。
九
二
一
地
震
で
こ
う
し
た
建
築
設
計
は
耐

震
性
が
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、

鄭
健
民
校
長
は
着
任
す
る
と
す
ぐ
に
校
舎
改
築

の
た
め
奔
走
し
、
つ
い
に
二
〇
一
六
年
、
慈
済

の
減
災
希
望
工
程
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
し
か
し
、
我
々
の
学
校
が
建
つ
土
地
は
山

岳
保
護
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
土
壌

保
護
計
画
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
、
再
建
の

進
度
は
比
較
的
遅
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
」
。

安
全
確
保
と
法
律
遵
守
の
た
め
、
三
民
中
学
校

の
工
事
は
二
〇
一
八
年
六
月
に
よ
う
や
く
着
工

と
な
っ
た
。
旧
校
舎
の
取
り
壊
し
が
始
ま
る
と
、

き
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
校
舎
か
ら
は
雄
壮
さ

と
共
に
、
繊
細
な
柔
ら
か
さ
を
感
じ
ま
す
。
こ

の
両
方
を
兼
ね
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
」
。

頑
丈
な
構
造
に
、
柔
ら
か
い
曲
線
。
素
朴
な

グ
レ
ー
を
基
調
と
し
て
、
廊
下
の
窓
枠
に
は
赤
、

緑
、
黄
色
が
配
色
さ
れ
て
い
る
。
安
定
感
が
あ

り
な
が
ら
、
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
広
い
廊
下

と
、
広
い
間
隔
で
配
置
さ
れ
た
大
き
な
教
室
の

窓
の
お
か
げ
で
、
採
光
と
風
通
し
が
よ
く
、
心

地
よ
い
学
習
環
境
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
新
校
舎
は
使
用
さ
れ
て
半
年
も
経
た
な
い

が
、
既
に
三
民
中
学
校
の
百
十
三
名
の
生
徒
に

恩
恵
を
与
え
て
い
る
。
慈
済
の
台
湾
東
部
に
お
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し
て
い
な
い
と
判
定
さ
れ
、
立
入
禁
止
の
黄
色

い
紙
が
貼
ら
れ
た
建
物
が
何
棟
も
あ
り
ま
し

た
。
前
方
の
事
務
棟
、
後
方
の
教
務
棟
、
こ
れ

ら
二
棟
の
建
物
は
ま
だ
ら
模
様
で
、
鉄
筋
が
露

出
し
、
危
険
な
状
態
で
し
た
…
」
。
後
龍
中
学

校
の
熊

シ
ョ
ン

儒ル
ー

卿チ
ン

校
長
は
、
改
築
の
過
程
を
振
り
返

り
、
校
内
は
比
較
的
新
し
か
っ
た
「
至
善
楼
」

体
育
館
を
除
き
、
そ
の
他
の
建
物
は
ま
る
で
生

ま
れ
変
わ
っ
た
よ
う
に
、
大
き
な
変
化
を
遂
げ

た
と
語
っ
た
。

●
造
橋
中
学
校
で
は
、
新
校
舎
の
建
築
後
に
旧
校
舎
を
取
り

壊
す
方
法
が
採
用
さ
れ
た
。
頑
丈
で
優
美
な
新
校
舎
（
写
真

右
）
が
完
成
し
た
後
、
教
員
と
生
徒
達
は
旧
校
舎
が
取
り
壊

さ
れ
る
前
に
記
念
撮
影
を
行
い
（
写
真
上
・
造
橋
中
学
校
提

供
）
、
学
校
史
の
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
に
立
ち
会
っ
た
。
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建
築
士
は
、
鉄
筋
の
量
を
増
や
し
、
耐
震
性
の

高
い
設
計
を
し
ま
し
た
」
。
総
務
主
任
の
李リ

ー

啓チ
ー

銓チ
ュ
エ
ンさ

ん
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
新
校
舎
は
旧
校

舎
の
前
方
に
あ
る
土
地
に
建
て
ら
れ
、
完
成
後

に
傾
い
た
廊
下
や
構
造
に
亀
裂
の
入
っ
た
旧
校

舎
を
取
り
壊
し
た
。
そ
こ
が
新
校
舎
と
後
方
の

丘
と
の
間
の
緩
衝
地
帯
と
な
っ
た
。
造
橋
中
学

校
の
危
険
は
解
消
さ
れ
、
安
心
安
全
の
学
校
環

境
が
実
現
し
た
。

県
立
苑
裡
中
学
校
と
公
館
中
学
校

二
〇
二
〇
年
を
見
据
え
て

苗
栗
県
の
南
方
海
沿
い
に
位
置
す
る
県
立

活
動
は
新
校
舎
が
掲
げ
る
グ
リ
ー
ン
建
築
の
趣

旨
に
も
合
致
す
る
も
の
だ
っ
た
。

「
新
し
い
建
物
は
い
か
だ
基
礎
を
採
用
し
て

お
り
、
地
下
室
は
貯
水
庫
に
な
っ
て
い
ま
す
。

普
段
は
雨
水
を
貯
め
て
お
き
、
水
不
足
の
時
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」
。
造
橋
中

学
校
の
林リ

ン

育ユ
ー

伸
シ
ェ
ン

校
長
の
案
内
で
、
慈
済
人
は

校
内
を
参
観
し
た
。
ま
ず
目
に
入
っ
て
き
た
の

は
、
二
棟
の
灰
色
の
新
し
い
建
物
だ
っ
た
。
壁

に
施
さ
れ
た
桐
の
花
模
様
が
地
元
の
客
家
文
化

の
特
色
を
表
し
て
い
た
。

「
我
々
の
学
校
は
、
造
橋
郷
の
地
震
防
災
避

難
セ
ン
タ
ー
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
を
、
建
築
士

に
あ
ら
か
じ
め
伝
え
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら

夫
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
か
ら
彼
女
は
携
帯
電

話
を
取
り
出
し
て
、
校
内
の
写
真
を
見
せ
て
く

れ
た
。
「
生
徒
達
に
よ
れ
ば
、
我
々
の
学
校
は

イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
な
の
だ

そ
う
で
す
」
。

建
築
支
援
の
過
程
に
お
い
て
、
後
龍
中
学
校

の
先
生
は
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
彼
ら
に
寄

り
添
い
、
親
孝
行
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
環
境
保

護
の
た
め
に
浜
辺
の
清
掃
活
動
を
引
率
し
て
く

れ
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
た
。
ま
た
造
橋
中
学

校
で
は
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
薬
物
濫
用
防

止
や
環
境
保
護
に
つ
い
て
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
っ
た
。
生
徒
達
が
自
分
を
守
り
、
大
地
を
愛

す
る
意
識
を
高
め
た
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の

新
校
舎
の
完
成
後
に
旧
校
舎
を
取
り
壊
す
方

法
を
採
用
し
た
た
め
、
後
龍
中
学
校
の
教
員
と

生
徒
は
、
今
年
九
月
の
新
学
期
か
ら
真
新
し
い

校
舎
に
入
居
し
た
。
新
し
い
教
室
の
構
造
は
以

前
の
も
の
と
は
違
い
、
縦
横
そ
れ
ぞ
れ
二
本
の

梁
が
「
井
」
の
字
に
交
差
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
全
方
向
か
ら
の
揺
れ
に
耐
え
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
照
明
も
格
好
の
位
置
に
取
り

付
け
ら
れ
た
。

「
新
校
舎
の
照
明
は
、
吊
り
下
げ
式
で
は
な

く
、
梁
に
直
接
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
風
が
強
い
時
も
揺
れ
る
こ
と
は
な
く
、
生

徒
達
の
視
力
に
と
っ
て
も
良
い
の
で
す
」
。
総

務
主
任
の
鄧ド

ン

竹
ジ
ュ
ー

君ジ
ュ
ンさ

ん
が
、
建
築
設
計
の
工
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ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

七
十
三
年
の
歴
史
が
あ
る
公
館
中
学
で
は
、

今
年
完
成
し
た
新
校
舎
の
斬
新
さ
が
人
々
の
目

を
奪
っ
た
。
校
門
に
は
背
の
高
い
吹
き
抜
け
が

あ
り
、
校
内
を
縦
に
一
望
で
き
る
。
校
門
か
ら

中
ま
で
連
な
る
三
本
の
古
い
木
が
、
歴
代
卒
業

生
達
の
記
憶
に
留
ま
っ
て
い
る
。

「
後
輩
達
の
た
め
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
彼

ら
の
教
室
は
安
全
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
校
内

は
変
わ
ら
ず
、
記
憶
す
べ
き
も
の
は
ま
だ
残
っ

て
い
て
、
た
だ
教
室
が
新
し
く
な
っ
た
だ
け
で

す
。
間
取
り
も
採
光
も
全
て
が
以
前
よ
り
良
く

な
り
ま
し
た
」
。

湛ダ
ン

麗リ
ー

純ジ
ュ
ンさ

ん
は
今
か
ら
四
十
年
前
、
義
務
教

に
際
し
て
は
、
全
部
で
四
棟
の
計
画
と
し
ま
し

た
。
三
棟
が
教
室
用
で
、
一
棟
が
体
育
館
で
す
。

こ
う
す
れ
ば
校
内
が
広
々
と
し
て
、
学
習
環
境

全
体
が
見
違
え
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
」
。

他
の
支
援
対
象
校
と
同
じ
く
、
田
園
に
囲
ま

れ
た
県
立
苑
裡
中
学
校
の
古
い
教
室
は
天
井
の

鉄
筋
が
露
出
し
て
い
た
。
経
費
が
不
足
し
て
い

た
た
め
、
こ
こ
数
年
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
が

落
ち
て
怪
我
を
し
な
い
よ
う
、
鋼
板
で
覆
っ
て

い
た
が
、
耐
震
検
査
で
不
合
格
の
判
定
を
受
け

た
。
補
強
、
改
築
の
い
ず
れ
も
難
し
い
状
況
に

あ
っ
た
そ
の
時
、
幸
い
に
も
慈
済
の
援
助
が
得

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
我
々
は
新
入
生
を
迎
え
る
時
、
保
護
者
に

苑
裡
中
学
校
と
山
沿
い
の
公
館
中
学
校
で

は
、
現
在
も
大
規
模
な
工
事
が
続
い
て
お
り
、

二
〇
二
〇
年
九
月
の
新
学
期
前
に
全
て
の
工
事

が
終
わ
る
予
定
で
あ
る
。

「
我
々
の
学
校
に
は
以
前
、
全
部
で
十
七
棟

の
建
物
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
て
二
階
建
て
で

し
た
。
事
務
棟
だ
け
は
高
校
の
部
が
で
き
た
時

に
、
二
階
分
増
築
し
て
四
階
建
て
に
し
た
の
で

す
。
つ
ま
り
、
年
寄
り
が
子
供
を
背
負
っ
て
い

る
よ
う
な
形
で
す
」
。

県
立
苑
裡
中
学
校
の
張

チ
ャ
ン

逢
フ
ォ
ン

洲
ジ
ョ
ウ

校
長
に
よ
れ

ば
、
学
校
側
の
希
望
は
、
以
前
の
よ
う
に
狭
苦

し
く
な
ら
な
い
よ
う
、
な
る
べ
く
空
き
地
を
設

け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
そ
こ
で
、
建
て
替
え

こ
の
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
学
校
に
新
し
い
教

室
が
出
来
る
こ
と
を
知
っ
て
、
保
護
者
達
は
と

て
も
喜
び
ま
し
た
」
。
慈
済
の
建
築
支
援
は
、

張
校
長
を
は
じ
め
と
す
る
教
員
達
を
大
い
に
勇

気
づ
け
た
。
だ
が
、
工
事
は
簡
単
で
は
無
か
っ

た
。
生
徒
数
は
中
学
生
と
高
校
生
を
合
わ
せ
て

千
人
を
超
え
、
校
内
を
一
体
的
に
設
計
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
新
旧
校
舎
の
立
地
の
多
く
が
重

複
す
る
た
め
、
後
龍
中
学
校
や
造
橋
中
学
校
の

よ
う
に
新
校
舎
の
完
成
後
に
旧
校
舎
を
取
り
壊

す
と
い
う
方
法
は
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
建
設
チ
ー
ム
は
工
事
を
二
期

に
分
け
、
慈
済
人
も
ま
た
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
教
員
と
生
徒
が
授
業
を
続
け
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校
舎
は
ど
ん
な
様
子
で
す
か
、

見
に
行
き
た
い
で
す
』
と
度
々

言
わ
れ
る
の
で
す
」
。

公
館
中
学
校
、
後
龍
中
学
校
、

そ
し
て
花
蓮
の
三
民
中
学
校
の

新
校
舎
を
設
計
し
た
黄
建
興
建

築
士
は
、
新
校
舎
が
震
度
七
の

激
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、

教
室
前
方
の
廊
下
と
後
方
の
ベ

ラ
ン
ダ
に
柱
を
設
け
た
。
こ
れ

さ
ん
は
前
任
の
胡フ

ー

瑞ル
イ

蓉ロ
ン

校
長
の
堅
持
と
努
力
に

感
謝
し
て
い
る
。
そ
の
お
か
げ
で
、
一
昨
年
に

県
政
府
が
慈
済
減
災
希
望
工
程
の
学
校
を
選
定

す
る
際
、
公
館
中
学
も
そ
の
対
象
校
と
な
り
え

た
の
で
あ
る
。

公
館
中
学
校
に
は
、
二
十
八
ク
ラ
ス
、
七
百

余
人
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
。
工
事
は
二

期
に
分
け
て
進
め
ら
れ
た
。
現
在
ま
だ
工
事

が
進
行
中
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
生
徒
が
プ

レ
ハ
ブ
教
室
で
授
業
を
受
け
て
い
る
が
、
地

元
の
父
兄
達
の
期
待
は
高
い
。
方
麗
萍
校
長

は
、
「
二
棟
の
校
舎
は
来
年
完
成
す
る
予
定

で
す
が
、
親
戚
や
友
人
か
ら
は
『
校
長
先
生
、

慈
済
が
私
た
ち
の
た
め
に
建
て
て
く
れ
る
新

育
九
年
化
の
お
か
げ
で
、
母
校
が
国
民
中
学
校

に
改
正
さ
れ
た
後
、
無
試
験
で
入
学
し
た
第
一

期
の
国
民
中
学
生
で
あ
る
。
六
十
歳
を
過
ぎ
た

彼
女
は
、
地
元
の
慈
済
人
と
し
て
、
三
年
前
に

建
築
士
と
共
に
校
内
を
視
察
し
、
学
校
が
と
て

も
古
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
あ
ち
こ

ち
に
破
損
の
痕
跡
が
あ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

剥
落
は
ひ
ど
く
、
生
徒
が
う
っ
か
り
す
れ
ば
、

窓
枠
そ
の
も
の
が
落
ち
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

保
護
者
会
の
劉

リ
ウ

彦
イ
エ
ン

誠
チ
ョ
ン

会
長
も
言
う
。
「
あ
の

時
は
入
っ
て
す
ぐ
に
こ
の
学
校
は
危
険
な
建
築

物
だ
と
感
じ
ま
し
た
」
。

公
館
中
学
校
の
校
舎
の
危
険
性
は
十
年
前
か

ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
現
校
長
で
あ
る
方

フ
ァ
ン

麗リ
ー

萍ピ
ン

●
公
館
中
学
校
新
校
舎
の
廊
下
に
配
置
さ

れ
た
円
柱
は
建
物
の
耐
震
性
を
大
幅
に
上

げ
て
い
る
。
ま
た
各
階
の
壁
に
は
桐
の
花

や
柿
、
赤
棗
の
図
柄
が
描
か
れ
、
苗
栗
地

区
の
客
家
文
化
の
特
色
を
表
し
て
い
る
。
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二
十
四
日
、
慈
済
に
と
っ
て
百
軒
目
で
苗

栗
県
内
で
は
一
軒
目
の
「
静
思
閲
読
書
軒
」

が
公
館
中
学
校
の
中
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
方

麗
萍
校
長
は
、
新
居
に
友
達
を
招
く
よ
う
に
、

来
賓
達
を
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
新
校

舎
に
案
内
し
た
。
工
期
を
終
え
た
第
一
期

の
教
室
棟
、
そ
し
て
建
設
中
の
第
二
期
教

室
は
全
て
南
北
に
配
置
さ
れ
、
西
日
の
心

配
を
な
く
し
て
あ
っ
た
。

一
階
に
は
桐
の
花
、
二
階
に
は
柿
、
三
階

に
は
赤
棗
の
模
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
公
館
客
家
村
の
特
産
物
で
あ
る
。
方
麗

萍
は
こ
れ
ら
随
所
に
見
ら
れ
る
故
郷
の
意
匠

か
ら
子
供
達
に
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
と
い

は
、
四
つ
の
柱
で
空
間
を
三
分
割
す
る
、
よ

り
安
定
し
た
構
造
で
あ
る
。

「
親
指
を
曲
げ
て
、
四
本
の
指
を
伸
ば
し

て
み
て
く
だ
さ
い
」
黄
建
興
は
手
の
指
を
柱

に
例
え
て
説
明
し
た
。
四
本
の
指
を
下
に
向

け
て
開
く
と
、
指
と
指
の
間
に
あ
ら
わ
れ
る

三
つ
の
空
間
、
こ
れ
が
三
分
割
構
造
を
表
す
。

義
務
教
育
九
年
化
の
年
に
大
量
に
建
設
さ
れ

た
標
準
教
室
は
、
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
人

差
し
指
と
薬
指
で
作
ら
れ
る
一
つ
の
空
間
だ

け
の
構
造
で
あ
っ
た
。
耐
震
性
の
差
は
明
ら

か
で
あ
る
。

ま
ず
は
安
全
性
を
確
保
し
て
こ
そ
、
美

観
を
追
求
す
る
余
裕
が
生
ま
れ
る
。
九
月

●公館中学校新校舎の第二期工事は今も進行中で、教室が不足している

ため、工事期間中も通常通り授業を行えるよう、慈済ボランティアは校

庭にプレハブ式の臨時教室を建てた。
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上
回
っ
て
い
た
。
現
在
、
慈
済
は
苗
栗
県
に

防
災
教
育
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
減
災
希
望

工
程
に
よ
り
古
く
て
危
険
な
校
舎
の
改
築
を

進
め
て
い
る
。
そ
れ
は
防
災
、
歴
史
の
記
憶
、

教
育
と
い
う
多
義
に
わ
た
る
意
味
を
持
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

「
減
災
希
望
工
程
と
は
、
災
害
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
で
あ
り
、
発
見
さ
れ
た
問
題
は
す

ぐ
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
災
害
が
発
生
し
て
か

ら
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
大
変
危
険
で

す
」
。
慈
済
建
築
委
員
の
王
明
徳
さ
ん
に
よ
れ

ば
、
建
築
チ
ー
ム
は
常
識
を
超
え
た
高
い
基

準
で
工
事
し
て
い
る
。
「
二
、
三
階
建
て
の
建

物
で
あ
れ
ば
、
七
階
建
て
の
構
造
基
準
で
建

こ
れ
ら
は
二
〇
一
六
年
三
月
に
正
式
に
使
用
開

始
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
花
蓮
の
三
民
中
学
校
と

苗
栗
県
の
四
校
は
、
支
援
建
設
の
列
に
加
わ
っ

た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
遅
い
出
発
で
は
あ
っ
た

が
、
な
ん
と
か
間
に
合
っ
た
の
で
あ
る
。

今
に
な
っ
て
振
り
返
る
と
、
減
災
希
望
工

程
が
苗
栗
に
お
い
て
終
着
点
を
迎
え
た
こ
と

に
、
特
別
な
歴
史
的
意
義
を
感
じ
る
。
な
ぜ

な
ら
台
湾
で
は
、
一
九
三
五
年
四
月
二
十
一

日
、
震
度
七
を
記
録
し
た
新
竹
台
中
大
地
震

が
発
生
し
た
が
、
そ
の
震
源
地
は
今
の
苗
栗

県
に
あ
る
関
刀
山
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
当

時
、
こ
の
地
震
で
三
千
人
余
り
の
命
が
失
わ

れ
た
。
死
傷
者
は
、
後
の
九
二
一
地
震
を
も

う
。
「
私
た
ち
は
こ
の
公
館
で
育
っ
た
と
い

う
こ
と
を
、
片
時
も
忘
れ
ず
、
い
つ
か
こ
の

故
郷
に
報
い
て
欲
し
い
。
こ
れ
は
私
達
が
一

番
伝
え
た
い
心
な
の
で
す
」
。

高
基
準
の
施
工

教
員
と
生
徒
の
安
全
は
犠
牲
に
で
き
な
い

減
災
希
望
工
程
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
最

初
に
完
工
し
た
の
は
屏
東
の
五
つ
の
学
校
で
、

●
苗
栗
県
立
苑
裡
高
校
の
支
援
建
設
工
事
は
二
期
に
分
け

て
進
め
ら
れ
た
。
慈
済
基
金
会
建
設
処
主
任
の
林リ

ン

敏ミ
ン

朝
チ
ャ
オ

さ
ん
（
写
真
中
央
）
と
建
築
委
員
は
何
度
も
視
察
に
訪
れ
、

下
請
け
業
者
が
施
工
品
質
を
確
保
す
る
よ
う
厳
し
く
要
求

し
た
。
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す
。
し
か
も
、
建
築
、
構
造
、
装
飾
な
ど
異

な
る
専
門
の
人
が
一
緒
に
検
査
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
」
。

九
二
一
震
災
の
希
望
工
程
の
時
の
よ
う

に
、
減
災
希
望
工
程
チ
ー
ム
は
安
全
を
最
優

先
し
て
い
る
。
し
か
し
、
建
物
の
設
計
に
つ

い
て
言
え
ば
、
減
災
希
望
工
程
に
よ
る
校

舎
は
、
同
じ
く
グ
レ
ー
を
基
調
と
し
な
が
ら

も
、
よ
り
躍
動
的
な
造
形
と
色
彩
を
用
い
て

い
る
。
そ
れ
は
、
改
築
さ
れ
た
校
舎
が
生
命

を
守
る
と
同
時
に
、
使
用
者
や
地
域
社
会
に

親
し
ま
れ
、
人
文
の
効
能
を
発
揮
さ
せ
た
い

が
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

（
慈
済
月
刊
六
三
六
期
よ
り)

て
ま
す
。
四
、
五
階
建
て
の
建
物
で
あ
れ
ば
、

十
二
階
建
て
の
基
準
で
建
て
ま
す
。
で
す
か

ら
、
安
全
性
は
非
常
に
高
い
の
で
す
」
。

慈
済
基
金
会
建
築
処
主
任
の
林
敏
朝
さ
ん

に
よ
れ
ば
、
減
災
希
望
工
程
は
高
い
基
準
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
法
を
採
用
し
て
い

る
。
一
般
の
建
築
に
は
、
強
度
三
千
ポ
ン
ド

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
利
用
す
る
が
、
減
災
希

望
工
程
で
は
三
千
五
百
〜
四
千
ポ
ン
ド
の
も

の
を
使
用
す
る
。
ま
た
、
良
い
材
料
を
使
用

す
る
だ
け
で
な
く
、
施
工
品
質
も
厳
重
に
管

理
さ
れ
て
い
る
。
「
い
つ
に
な
っ
て
も
人
が

問
題
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
建
築
委
員
と
顧

問
の
視
察
が
こ
の
部
分
を
補
っ
て
い
る
の
で
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慈
済
は
２
０
１
４
年
よ
り
「
減
災
希
望
工
程
」
を
開
始
し
た
。
台
湾
全
土
で

合
計
２
６
校
の
建
築
を
支
援
し
、
老
朽
化
し
た
校
舎
の
安
全
懸
念
を
解
消
し

た
。
２
０
１
９
年
か
ら
２
０
２
０
年
の
間
に
、
花
蓮
、
苗
栗
両
県
に
あ
る
５
つ

の
学
校
が
完
成
す
れ
ば
、
全
て
の
工
事
が
完
了
す
る
こ
と
に
な
る
。

減災希望工程

屏東 5校

苗栗 ４校
2016/06/08 契約
2018/03/31、04/02 着工
2019/10/26 使用開始_後龍中学
2019/11/01 使用開始_造橋中学
第二期工事進行中
苑裡中学、公館中学

高雄 1校

台東 9校

花蓮 7校
2019/10/24 
６校同時使用開始
佳民中学
国風中学
明義中学
化仁中学
中原小学校
玉里中学
2019/10/05 
使用開始
三民中学

2017/05/05 同時使用開始
関山中学、桃源中学、
鹿野小学校、光明小学校、
馬蘭小学校、康楽小学校、
復興小学校、建和小学校、
知本中学

2016/03/12
同時使用開始
高泰中学
里港中学
公正中学
内埔中学
枋寮高校

2017/07/14
使用開始
杉林中学

三民中学

公館中学

造橋中学

苑裡中学

後龍中学
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一
歩
踏
み
出
し
て
こ
の
世
に
幸
福
を
も
た
ら
し
、

も
う
片
方
の
足
で
智
慧
を
開
く
の
は
、

福
と
慧
を
同
時
に
修
め
る
こ
と
で
あ
り
、

分
秒
に
亘
っ
て
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

今
年
の
海
外
養
成
委
員
及
び
慈
誠
精

神
研
修
会
は
、
花
蓮
静
思
堂
と
板

橋
分
会
に
二
回
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
三
十
三
の
国
と
地
域
の
慈
済
人
が
台

湾
で
集
ま
っ
て
精
進
し
、
歳
末
祝
福
会
に

も
参
加
し
、
千
六
十
四
人
が
認
証
を
受
け

ま
し
た
。
心
の
故
郷
の
温
か
さ
と
法
縁
者

の
親
し
み
を
感
じ
取
っ
た
と
思
い
ま
す
。

【
證
厳
法
師
の
お
諭
し
】

◎
訳
・
慈
願　

絵
・
陳
九
熹

生
命
を
使
っ
て
道
を
切
り
開
き
、

慧
命
を
用
い
て
導
こ
う
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ま
た
研
修
会
の
各
世
話
チ
ー
ム
が
帰
っ
て

き
た
海
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
心
を
込
め

て
準
備
し
て
出
迎
え
、
異
な
る
文
化
習
慣

の
人
達
に
合
っ
た
飲
食
を
用
意
す
る
な
ど
、

心
配
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

十
一
月
上
旬
に
板
橋
で
行
わ
れ
た
研
修

会
で
は
、
神
父
と
修
道
女
も
参
加
し
、
長
年
、

見
返
り
を
求
め
ず
衆
生
に
奉
仕
し
て
き
た

こ
と
に
感
謝
す
る
と
共
に
感
服
し
て
い
ま

し
た
。
ハ
イ
チ
の
ル
イ
ジ
神
父
は
大
き
く

発
心
し
て
最
も
貧
し
い
地
域
で
苦
難
の
人

達
と
共
に
あ
り
、
二
万
人
余
り
の
貧
し
い

子
供
た
ち
の
世
話
を
し
て
き
ま
し
た
。
慈

済
に
は
願
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
願
力
が

あ
っ
て
も
人
力
が
な
け
れ
ば
何
事
も
で
き

ま
せ
ん
。
縁
が
あ
っ
て
神
父
と
一
緒
に
人

助
け
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
の
陳

チ
ェ
ン

思ス
ー

晟
チ
ョ
ン

居こ

士じ

は
こ
の
数
年
、
何

十
回
も
ハ
イ
チ
と
の
間
を
行
き
来
し
、
長

距
離
飛
行
の
苦
労
と
大
き
な
生
活
の
違
い

に
甘
ん
じ
て
耐
え
、
長
期
間
、
関
心
を
持
っ

て
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。

愛
は
最
も
温
か
く
て
感
動
的
な
も
の
で
、

彼
ら
が
人じ

ん

間か
ん

に
分
け
入
っ
て
必
要
と
さ
れ

る
こ
と
を
や
り
、
人
々
の
心
の
拠
り
ど
こ

ろ
に
な
っ
て
い
る
の
を
私
は
羨
ま
し
く
思

い
ま
す
。

異
な
る
国
の
慈
済
人
は
異
な
る
宗
教
を

信
仰
し
て
い
ま
す
が
、
お
互
い
に
尊
重
、

敬
愛
、
感
謝
し
合
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
愛
」

に
は
国
境
は
な
く
、
何
物
に
も
染
ま
ら
ず

清
浄
で
あ
り
、
区
別
も
な
く
同
一
方
向
に

向
か
っ
て
、
結
集
し
て
世
間
の
人
々
を
愛

し
て
い
ま
す
。

研
修
会
で
は
、
異
な
る
国
々
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
を
話
す
た
め
、

何
度
か
通
訳
を
介
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
真
の
言
語
は
「
心
」
で
あ
り
、
私
た

ち
は
同
じ
心
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
肌

の
色
は
違
っ
て
も
同
じ
道
を
歩
ん
で
お
り
、

そ
れ
が
「
菩
薩
の
道
」
な
の
で
す
。
そ
れ

も
小
道
で
は
な
く
大
道
で
あ
り
、
小
愛
か

ら
あ
ま
ね
く
世
に
大
愛
を
広
め
る
の
は
困

難
な
こ
と
で
は
な
く
、
私
た
ち
は
そ
れ
を

や
り
遂
げ
て
い
る
の
で
す
！

普
段
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
現
地
菩
薩
た

ち
は
「
慈
済
の
家
」
の
砂
や
小
石
の
混
ざ
っ

た
地
面
に
座
っ
て
修
行
し
て
い
ま
す
が
、

彼
ら
は
行
儀
正
し
く
、
そ
の
尊
重
の
気
持

ち
で
道
場
を
清
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
今

年
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
は
サ
イ
ク
ロ
ン
・
イ
ダ

イ
で
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
彼
ら
は
首

都
か
ら
千
キ
ロ
離
れ
た
ベ
イ
ラ
の
被
災
地

に
支
援
に
行
き
、
人
々
の
愛
を
啓
発
し
、

絶
え
ず
福
を
創
る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。
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愛
の
心
に
満
ち
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち

は
ま
た
、
人
々
が
さ
ら
に
彼
ら
に
力
を
与

え
励
ま
し
、
一
滴
の
水
で
も
っ
て
、
ア
フ
リ

カ
が
変
わ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
の
で
す
。

物
資
と
彼
ら
の
人
力
で
も
っ
て
多
く
の
人
を

助
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
話
を
聞
い
て
、

大
変
感
動
す
る
と
同
時
に
心
が
痛
み
ま
し

た
。
ト
ル
コ
か
ら
来
た
シ
リ
ヤ
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
こ
う
言
い
ま
し
た
。
以
前
何
事

も
な
く
平
穏
無
事
な
生
活
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
が
、
内
戦
が
勃
発
し
ま
し
た
。
少

な
か
ら
ぬ
人
達
は
目
の
前
で
家
族
が
残
酷

な
虐
待
を
う
け
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し

ま
し
た
。
彼
の
妻
と
娘
も
そ
れ
を
見
て
心

に
陰
影
が
焼
き
付
い
た
た
め
、
故
郷
を
離

れ
て
ト
ル
コ
に
逃
れ
て
き
た
の
で
す
。

そ
こ
ま
で
話
す
と
、
彼
は
感
情
が
高
ぶ

り
ま
し
た
。
私
は
彼
に
、
過
去
の
こ
と
は

悪
夢
で
す
が
、
悪
夢
か
ら
も
目
が
覚
め
ま

す
よ
、
と
言
い
ま
し
た
。
無
数
の
愛
が
彼

を
温
か
く
包
み
込
み
、
彼
の
心
に
あ
る
仇

や
怨
み
を
放
下
し
て
、
眼
前
の
家
族
を
守

り
、
今
日
と
い
う
日
を
無
駄
に
し
な
け
れ

ば
未
来
が
あ
り
、
幸
せ
が
代
々
に
亘
っ
て

伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

人
心
の
不
調
や
少
数
の
人
の
衝
突
で
、

想
像
を
絶
す
る
人
災
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
ま

す
。
こ
の
数
年
来
、
ト
ル
コ
と
ヨ
ル
ダ
ン

の
慈
済
人
が
、
私
に
代
わ
っ
て
、
シ
リ
ヤ

難
民
に
関
心
を
寄
せ
て
ケ
ア
し
て
く
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

苦
難
の
衆
生
は
言
い
尽
く
し
が
た
い
苦

し
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
菩
薩

た
ち
は
終
り
の
な
い
道
を
歩
き
、
お
互
い

手
を
た
ず
さ
え
、
絶
え
ず
人
心
の
愛
を
啓

発
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
時
間
は
と

て
も
貴
重
な
も
の
で
す
か
ら
、
私
は
絶
え

ず
自
分
を
励
ま
し
、
毎
日
が
生
命
の
価
値

を
有
し
、
一
分
一
秒
も
無
駄
に
し
な
い
よ

う
に
し
て
き
ま
し
た
。
歳
末
祝
福
会
に
出

か
け
ら
れ
る
よ
う
、
私
は
精
一
杯
努
力
し

て
き
ま
し
た
。
歩
く
時
は
ふ
ら
つ
き
ま
す

が
、
一
歩
一
歩
踏
み
出
す
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
片
足
を
踏
み
出
す
こ
と
が
福
で
あ

り
、
誰
も
が
福
を
創
り
、
も
う
片
方
の
足

を
踏
み
出
す
の
が
智
慧
で
あ
り
、
皆
の
智

慧
が
啓
発
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

一
歩
一
歩
着
実
に
精
進
し
、
日
々
福
と
智

慧
を
同
時
に
修
め
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
さ

ら
な
る
精
進
を
願
っ
て
い
ま
す
！

　
　
　
　
　

（
慈
済
月
刊
六
三
七
期
よ
り)



悪
役
オ
ジ
サ
ン
か
ら

「
悪
役
オ
ジ
サ
ン
が
来
た
！
」

友
人
の
子
供
が
彼
の
こ
と
を
こ
う
呼
ん
だ
の

を
耳
に
し
ま
し
た
。
許
茂
忠
さ
ん
は
が
っ
か

り
し
て
「
外
見
は
心
か
ら
生
ま
れ
る
」
と
言

う
言
葉
が
初
め
て
理
解
で
き
ま
し
た
。
タ
バ

コ
と
酒
に
溺
れ
て
い
た
彼
が
徹
底
し
て
変
わ

れ
る
方
法
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
物
誌
・
台
南
市
東
山
区

◎
文
・
顔
吟
修　

撮
影
・
林
柔
緁　

訳
・
本
諦

は
い
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
！
オ
バ
サ
ン
、
お

婆
さ
ん
！
果
物
を
買
い
に
来
て
！
」
と

人
通
り
の
多
い
中
を
背
の
低
い
許

シ
ュ
ー

茂マ
オ

忠ジ
ョ
ン

さ
ん

は
、
彰
化
県
田
中
鎮
の
農
村
で
懸
命
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。
目
の
前
の
果
物
が
全
部
売
れ
れ
ば

生
活
が
潤
う
の
で
す
。

父
親
は
農
耕
に
よ
る
収
入
が
不
安
定
だ
っ
た

た
め
、
長
年
、
家
計
の
た
め
に
外
で
働
い
て
い

ま
す
。
お
爺
さ
ん
が
病
気
で
亡
く
な
っ
た
後
、

病
気
が
ち
の
お
母
さ
ん
も
許
さ
ん
が
十
三
の
時

に
他
界
し
ま
し
た
。
お
兄
さ
ん
は
中
学
校
を
卒

業
し
て
か
ら
外
地
で
仕
事
し
な
が
ら
勉
強
し
て

お
り
、
家
の
中
に
は
彼
と
小
学
校
三
年
生
の
妹

だ
け
で
、
放
課
後
は
家
の
果
樹
園
の
世
話
と
家

事
を
し
、
大
変
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

農
園
の
収
穫
期
に
な
る
と
、
彼
は
い
つ
も
夜

が
明
け
る
前
に
自
転
車
に
果
物
を
乗
せ
て
、
員

林
青
果
市
場
へ
売
り
に
行
き
、
そ
の
後
そ
れ
か

ら
学
校
の
授
業
に
急
ぎ
ま
し
た
。
思
春
期
の
記

憶
に
は
両
親
の
付
添
い
は
な
く
、
た
だ
涙
な
が

ら
に
自
転
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
た
こ
と

だ
け
を
覚
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

消
防
士
の
仲
間
が
法
縁
者
に
な
っ
た

子
供
の
頃
の
そ
ん
な
生
活
か
ら
、
許
さ
ん
は

大
き
く
な
っ
た
ら
大
金
持
ち
に
な
る
と
い
う
志

を
立
て
ま
し
た
。
中
学
校
を
卒
業
し
て
直
ぐ
家

を
離
れ
て
配
管
工
見
習
い
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
直
ぐ
に
職
場
の
悪
い
仲
間
と
つ
る
む
よ
う

許
師
兄
に

●
台
南
市
東
山
区
の
あ
る
三
合
院
に
住
ん
で
い
る
独
居
老
人
は
、

普
段
は
薪
で
食
事
を
作
っ
て
い
る
が
、
一
度
転
ん
で
右
の
太
股
に

火
傷
を
負
っ
た
。
ズ
ボ
ン
の
裾
を
巻
き
上
げ
、
当
時
の
様
子
を
説

明
す
る
間
、
許
茂
忠
さ
ん
が
し
ゃ
が
ん
で
傷
口
を
調
べ
た
。

「
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が
ゼ
ロ
に
帰
し
た
の
で
す
。
彼
は
人
生
の
ど
ん

底
に
落
ち
、
自
分
を
閉
じ
込
め
て
酒
に
浸
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
陳

チ
ェ
ン

美メ
イ

恵フ
イ

さ
ん
が
功
徳

金
を
集
め
に
来
た
時
、
「
も
う
功
徳
金
を
払
う

気
持
ち
は
な
い
。
良
い
事
を
し
て
も
良
く
報
わ

れ
な
い
か
ら
」
と
愚
痴
を
こ
ぼ
し
ま
し
た
。
す

る
と
美
恵
さ
ん
か
ら
「
良
い
種
子
を
植
え
れ
ば
、

良
い
結
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
善
の
根
を
絶
や
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
説
得
さ
れ
ま
し
た
。
許

さ
ん
は
そ
の
真
摯
な
態
度
を
見
て
心
が
柔
ら
か

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
暫
く
善
行
を
続
け
て

い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
か
善
の
良
縁
が
繋

が
っ
た
の
で
し
た
。

許
茂
忠
さ
ん
の
飲
み
友
達
で
、
消
防
の
仲
間

で
も
あ
る
蘇
さ
ん
は
、
二
〇
〇
五
年
に
慈
済
ボ

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
時
は
台
湾
の
経

済
が
飛
躍
的
に
伸
び
、
好
景
気
を
迎
え
て
い
ま

し
た
。
彼
は
配
管
工
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
、
夜

市
で
女
性
の
靴
を
売
っ
た
り
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

を
組
み
立
て
た
り
と
、
お
金
が
稼
げ
る
と
こ
ろ

な
ら
ど
こ
に
で
も
行
き
ま
し
た
。

彼
は
お
金
が
手
に
入
る
と
す
ぐ
使
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
財
産
は
水
の
よ
う
に
流
れ
去
る
と

戻
っ
て
来
ず
、
毎
日
お
酒
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

子
供
時
代
の
貧
困
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
し
て
い

た
の
で
す
が
、
い
く
ら
楽
し
ん
で
も
、
心
の
中

に
あ
る
欲
望
は
底
な
し
で
し
た
。

仕
事
に
よ
っ
て
北
へ
南
へ
と
移
動
し
て
い
ま

し
た
が
、
最
後
に
許
さ
ん
は
台
南
市
東
山
区
に

あ
る
素
朴
と
い
う
町
に
辿
り
つ
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
ド
イ
ツ
の
黒
ビ
ー
ル
を
販
売
し
始
め
、
大

型
ト
ラ
ッ
ク
で
台
南
の
各
町
に
荷
物
を
運
ん
で

い
ま
し
た
。
仕
事
の
無
い
日
は
、
友
人
の
紹
介

で
消
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
り
ま
し
た
。
「
他

の
人
が
必
要
と
し
て
い
る
時
に
、
奉
仕
す
る
機

会
が
あ
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
」
と
彼
は
言

い
ま
し
た
。

彼
は
そ
の
時
に
沈ス

ン

福フ
ー

利リ
ー

さ
ん
と
盧ル

ー

万ワ
ン

発フ
ァ
ーさ

ん
、

蘇ス
ー

国グ
オ

昌チ
ャ
ン

さ
ん
な
ど
の
消
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

知
り
合
い
、
飲
み
仲
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ

か
後
日
、
互
い
に
励
ま
し
あ
い
、
支
え
あ
う
慈

済
の
法
縁
者
と
な
る
と
は
想
い
も
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

許
茂
忠
さ
ん
は
感
情
と
事
業
の
双
方
で
う
ま

く
い
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
立

て
続
け
の
挫
折
で
家
が
無
く
な
り
、
彼
女
と
も

別
れ
、
販
売
代
理
店
の
権
利
が
取
れ
ず
、
一
切

●
許
茂
忠
さ
ん
が
消
防
隊
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た

時
、
雀
蜂
を
捕
ら
え
、
薬
酒
に
漬
け
る
準
備
を
し
て
い
た
。

（
写
真
の
提
供
・
許
茂
忠
さ
ん
）
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ラ
ン
テ
ィ
ア
の
認
証
を
受
け
た
後
、
以
前
の
悪

習
を
一
新
し
て
、
と
て
も
精
進
し
て
い
ま
し
た
。

彼
は
許
さ
ん
が
地
元
に
詳
し
い
こ
と
か
ら
、
多

く
の
告
別
式
や
助
念
（
注
）
に
誘
い
ま
し
た
。

そ
の
関
係
で
許
さ
ん
は
よ
り
多
く
慈
済
と
縁
が

で
き
る
と
同
時
に
、
単
純
で
善
良
な
美
恵
さ
ん

に
好
感
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
消
防
仲
間
に
応

援
し
て
も
ら
っ
て
彼
女
と
付
き
合
い
始
め
た
の

で
す
。
（
注
・
亡
く
な
っ
た
人
の
た
め
の
念
仏

に
協
力
す
る
こ
と
）

そ
の
時
、
陳
さ
ん
に
は
一
つ
だ
け
要
求
が
あ

り
ま
し
た
。
「
一
緒
に
慈
済
に
入
る
こ
と
」
。
言

葉
で
言
う
と
簡
単
で
す
が
、
許
さ
ん
に
と
っ
て

は
一
大
試
練
で
し
た
。
特
に
慈
済
十
戒
の
「
飲

酒
し
な
い
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
、
賭
け
事
し
な

い
」
は
今
ま
で
三
十
年
余
り
の
悪
習
で
し
た
か

ら
、
簡
単
に
止
め
ら
れ
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

内
心
で
は
善
悪
が

綱
引
き
を
繰
り
広
げ
て
い
た

肌
が
浅
黒
く
、
体
が
大
き
い
許
さ
ん
は
、
何

も
喋
ら
ず
立
っ
て
い
る
だ
け
で
人
に
威
圧
感
を

与
え
、
子
供
た
ち
に
怖
が
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
上
、
声
が
大
き
い
の
で
す
。
友
人
の
家
を

訪
問
し
た
時
に
「
悪
役
オ
ジ
サ
ン
が
来
た
！
」

と
呼
ば
れ
た
の
を
聞
い
て
初
め
て
「
顔
は
心
の

現
わ
れ
」
と
い
う
道
理
を
理
解
し
ま
し
た
。

許
さ
ん
は
、
法
師
の
「
善
の
扉
は
開
け
に
く

い
が
、
悪
の
道
に
は
嵌
り
や
す
い
」
と
言
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

絶
え
間
な
い
美
恵
さ
ん
の
勧
め
と
、
消
防
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
の
国
昌
さ
ん
の
導
き
で
、
金

銭
へ
の
追
及
で
悪
習
が
深
く
な
り
、
体
も
飲
酒

の
し
過
ぎ
で
危
機
的
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
環
境
保
全
、
助
念
な

ど
参
加
す
る
慈
済
の
活
動
が
頻
繁
に
な
る
に
つ

れ
、
許
さ
ん
の
内
心
で
は
「
善
悪
の
引
き
綱
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
以
前
い
つ
も
吸
っ
て

い
た
タ
バ
コ
は
、
法
師
の
お
言
葉
、
「
五
尺
余

り
の
い
い
大
人
が
、
短
い
一
本
の
タ
バ
コ
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
！
」
で
、

タ
バ
コ
を
や
め
る
決
心
を
し
ま
し
た
。

許
さ
ん
が
当
初
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
始
め

た
時
、
な
か
な
か
腰
を
低
く
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
法
師
の
開
示
で
、
「
リ
サ
イ

ク
ル
の
仕
事
は
大
地
の
道
場
で
あ
り
、
腰
を
曲

げ
た
り
、
足
を
伸
ば
し
た
り
す
る
こ
と
は
最
も

敬
虔
な
礼
拝
な
の
で
す
」
と
聞
い
て
か
ら
、
体

で
実
践
し
、
心
も
次
第
に
柔
ら
か
く
な
り
、
人

に
対
す
る
話
し
方
も
柔
和
に
な
り
ま
し
た
。
昔

の
飲
み
友
達
と
偶
に
会
っ
た
時
、
彼
の
変
貌
に

は
皆
、
親
指
を
立
て
て
賞
賛
し
ま
し
た
。

許
さ
ん
は
二
〇
〇
七
年
に
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
認
証
を
受
け
、
美
恵
さ
ん
の
護
法
金
剛
と
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し
て
、
彼
女
に
付
添
っ
て
個
別
案
件
の
家
庭
訪

問
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
対
象
者
の
苦
し

み
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、

微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
人
々
が

人
生
の
ど
ん
底
に
嵌
っ
た
時
、
話
を
傾
聴
し
た

り
、
支
援
す
る
こ
と
で
、
心
が
慰
め
ら
れ
て
生

活
が
改
善
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
「
無

意
識
の
中
に
喜
び
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
自
己

を
反
省
し
、
自
分
は
か
な
り
幸
福
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
」
。

十
年
以
上
の
家
庭
訪
問
の
経
験
か
ら
、
許

さ
ん
は
、
ケ
ア
を
す
る
時
は
自
分
の
立
場
か
ら

で
は
な
く
、
情
と
理
と
法
を
兼
ね
合
わ
せ
、
相

手
の
立
場
に
立
て
ば
、
相
手
が
必
要
と
す
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
「
法
師
の
言
う
よ

う
に
、
誠
意
と
情
を
も
っ
て
寄
り
添
う
の
で
す
。

対
象
者
に
私
た
ち
が
本
心
で
支
援
に
来
て
お

り
、
心
か
ら
彼
ら
の
話
を
聞
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
こ
と
を
分
か
っ
て
も
ら
う
の
で
す
」
。　
　

許
さ
ん
は
、
「
最
初
の
言
葉
が
肝
心
で
、
相

手
の
警
戒
心
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
探
り
に
来
た
の
で
は

な
く
、
問
題
を
見
つ
け
て
話
し
合
い
、
本
当
に

彼
ら
を
支
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
か

ら
」
と
言
い
ま
し
た
。
初
め
て
訪
問
す
る
時
、

先
ず
自
分
が
慈
済
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
こ

と
を
紹
介
し
ま
す
。
誠
意
の
あ
る
態
度
で
話
し
、

気
に
か
か
る
ゆ
え
に
来
た
こ
と
を
伝
え
る
の
で

す
。
相
手
が
年
配
者
で
あ
れ
ば
、
軽
く
相
手
の

手
を
握
っ
た
り
、
手
の
甲
を
た
た
く
こ
と
で
、

安
心
感
を
与
え
ま
す
。

時
に
相
手
は
こ
の
真
摯
な
態
度
に
接
し
て
涙

を
流
し
、
心
を
開
き
、
自
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

感
謝
の
抱
擁
を
返
し
て
く
れ
た
り
、
慈
済
へ
の

信
頼
を
表
現
し
て
く
れ
ま
す
。

ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
、
鍬
を
手
に
し
、

手
語
を
練
習
し
た

許
さ
ん
は
二
〇
一
一
年
に
「
法
は
水
の
如
し
」

の
経
典
劇
に
参
加
し
、
手
語
の
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
を
担
当
し
ま
し
た
。
鍬
を
持
っ
た
り
、
大

●
ケ
ア
世
帯
は
自
立
し
た
生
活
が
で
き
な
い
た
め
、
屋
内

で
は
悪
臭
が
漂
っ
て
い
た
が
、
許
茂
忠
さ
ん
は
住
居
の
整

理
を
手
伝
っ
た
。
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こ
と
に
な
る
の
で
す
」
。

二
〇
一
八
年
、
台
湾
南
部
で
熱
帯
低
気
圧
に

よ
る
水
害
が
発
生
し
、
台
南
市
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
許
さ
ん
は
真
っ
先
に
、
重

大
な
被
害
を
被
っ
た
地
区
で
暖
か
い
食
事
を
提

供
し
ま
し
た
。
見
渡
す
限
り
海
の
よ
う
に
な
っ

た
町
の
被
災
者
は
「
前
に
も
後
ろ
に
も
動
け
な

い
」
状
態
で
し
た
。
配
付
過
程
で
、
あ
る
家
で

は
赤
ち
ゃ
ん
が
飲
む
粉
ミ
ル
ク
が
な
く
な
っ
た

の
で
す
が
、
母
親
は
外
に
出
て
買
い
に
行
く
こ

と
も
で
き
ず
、
焦
っ
て
い
ま
し
た
。
慈
済
の
救

済
チ
ー
ム
は
向
か
い
に
ミ
ル
ク
を
売
っ
て
い
る

店
が
あ
る
と
聞
く
と
、
水
に
飛
び
込
み
、
泳
い

で
粉
ミ
ル
ク
を
送
り
届
け
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん

学
習
で
き
る
機
会
を
大
切
に
し
て
真
面
目
に
勉

強
す
る
の
で
す
。
慈
済
で
は
で
き
な
い
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
も
授
業
料
は
た
だ
で

生
涯
学
ん
で
成
長
で
き
る
場
所
な
の
で
す
。

『
無
量
義
経
』
の
経
文
に
、
「
苦
し
み
を
取
り

除
き
、
法
を
説
く
」
と
あ
り
ま
す
。
暫
く
す
る

と
、
許
さ
ん
は
家
庭
訪
問
で
彼
ら
に
心
境
を
変

え
る
こ
と
を
勧
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
心

に
善
の
気
持
ち
と
社
会
に
恩
返
し
す
る
気
持
ち

さ
え
あ
れ
ば
、
自
分
の
人
生
価
値
を
変
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
「
布
施
は
金
額
の
多
少

で
は
な
く
、
一
滴
の
水
が
海
に
流
れ
込
む
よ
う

に
、
多
く
の
人
と
良
縁
を
結
び
、
他
人
の
た
め

に
祝
福
す
る
こ
と
は
、
自
分
を
祝
福
し
て
い
る

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
広
め
た
い
と
期
待
し
ま
し

た
。
法
の
解
釈
を
担
当
し
た
黄

ホ
ア
ン

秀
シ
ュ
ウ

菊ヂ
ュ

師ス
ー

姐ジ
エ

は
、

仏
法
の
演
劇
チ
ー
ム
に
許
さ
ん
を
誘
い
ま
し
た
。

新
営
共
同
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
週
火
曜
日
に

読
書
会
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
し
か
卒

業
し
て
い
な
い
許
茂
忠
さ
ん
は
尻
込
み
し
、
自

分
は
仏
法
知
識
が
浅
い
た
め
、
法
師
の
法
を
広

め
る
こ
と
は
無
理
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

黄
秀
菊
さ
ん
は
し
き
り
に
彼
を
励
ま
し
ま
し

た
、
「
法
師
は
仏
法
を
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
す
。
家
庭
訪
問
の
経

験
を
活
か
し
て
理
を
表
わ
し
、
経
典
と
融
合
す

れ
ば
仏
法
に
な
る
の
で
す
」
。
許
さ
ん
は
再
び

考
え
直
し
、
人
よ
り
も
知
識
が
な
い
か
ら
こ
そ
、

型
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
す
る
こ
と
は
得
意
で
し
た

が
、
彼
に
と
っ
て
異
な
っ
た
学
習
試
練
と
な
り

ま
し
た
。
手
話
を
練
習
す
る
時
、
よ
く
手
の
拍

子
が
合
わ
な
か
っ
た
り
、
手
の
位
置
の
間
違
い
、

遅
れ
、
動
き
が
硬
い
等
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
彼
は
い
つ
も
「
心
に
目
標
が
あ
れ
ば
、

千
キ
ロ
の
稲
も
運
べ
る
が
、
心
に
目
標
が
な
け

れ
ば
、
一
本
の
稲
で
も
腰
は
曲
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、
励
ま
し
た
の

で
す
。
経
を
唄
い
な
が
ら
、
劇
に
出
演
す
る
の

は
、
自
分
の
人
生
を
格
上
げ
す
る
こ
と
で
あ
り
、

昔
の
様
々
な
過
ち
を
懺
悔
し
、
頑
な
な
悪
習
を

洗
う
機
会
で
も
あ
る
の
で
す
。

経
典
劇
が
終
わ
っ
た
後
、
法
師
は
仏
法
経
典

2020・181 慈済ものがたり 80



は
泣
き
止
み
、
母
親
を
安
心
さ
せ
ま
し
た
。

五
十
歳
を
超
え
た
許
さ
ん
は
苦
し
い
生
活
を

し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
苦
し
み
の
味
が
分
か
る

の
で
す
。
人
は
誰
で
も
菩
薩
に
な
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
人
が
寒
さ
を
訴
え
れ
ば
、
衣
服
を

提
供
し
、
お
腹
を
空
か
せ
た
人
が
い
れ
ば
、
食

事
を
提
供
し
ま
す
。
彼
が
こ
の
よ
う
に
す
る
の

は
、
よ
り
多
く
の
人
が
慈
済
に
来
て
、
生
命
の

価
値
を
成
就
す
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
（
慈
済
月
刊
六
二
九
期
よ
り)

●
精
進
組
の
許
茂
忠
さ
ん
（
右
）
と
蘇
国
昌
さ
ん
（
左
）

は
夫
々
木
魚
と
お
り
ん
を
持
っ
て
、
大
衆
の
先
頭
に
立
っ

て
３
歩
ご
と
に
礼
拝
し
な
が
ら
、
仏
堂
に
向
か
っ
て
進
ん

だ
。
（
撮
影
・
梁
啓
興
）

人
文
教
育

◎
文
・
呉
宛
霖　

絵
・K

a
i
x
i
n
 
C
h
e
n

　

訳
・
慈
願 

写
真
の
提
供
・
見
晴
医
療
奉
仕
チ
ー
ム
、
蔡
斗
元

慈
済
大
学
見
晴
医
療
奉
仕
隊
の

晴
天
を
探
す
旅

慈
済
大
学
医
学
部
の
学
生
た
ち
は
見
晴
村
の
原
住
民
居
住
区
を
訪
れ
、
子
供
た
ち
と
心
を

交
わ
す
こ
と
で
見
聞
を
広
め
た
。
彼
ら
は
こ
こ
で
拒
絶
さ
れ
た
り
必
要
と
さ
れ
た
り
し
な

が
ら
、
自
分
を
再
認
識
し
て
柔
軟
か
つ
強
く
な
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
分
か
っ
た
の
だ
。

ど
ん
な
に
些
細
な
こ
と
で
も
正
し
い
こ
と
を
や
れ
ば
世
界
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
に

も
他
人
に
も
晴
天
を
も
た
ら
す
の
だ
と
い
う
こ
と
が
。

Ｖ
ネ
ッ
ク
の
青
い
手
術
着
に
着
変
え
る

と
、
三
十
歳
を
過
ぎ
た
ば
か
り
の
牛

ニ
ウ

光グ
ア
ン

宇ユ
ー

は
西
部
に
あ
る
総
合
病
院
の
救
急
外
来

に
入
っ
た
。
救
急
医
で
あ
る
彼
は
、
分
秒
を
争

う
日
々
で
は
迅
速
に
死
神
の
手
か
ら
人
々
の
命

を
救
っ
て
い
る
。
た
ま
に
落
ち
着
い
た
時
は
パ

ソ
コ
ン
で
カ
ル
テ
を
タ
イ
プ
し
て
い
る
。
彼
は

い
つ
も
目
の
前
の
や
る
べ
き
事
に
専
念
す
る
有
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能
な
人
間
で
あ
り
、
医
学
部
を
卒
業
し
て
十
年

目
で
す
で
に
主
治
医
師
に
昇
格
し
て
い
た
。
だ

が
多
忙
な
彼
に
は
医
学
生
時
代
を
回
想
す
る
暇

は
余
り
な
い
。

一
年
ほ
ど
前
、
彼
は
台
湾
か
ら
直
線
距
離
に

し
て
九
千
キ
ロ
以
上
離
れ
た
太
平
洋
に
浮
ぶ
キ

リ
バ
ス
共
和
国
へ
医
療
支
援
に
行
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
時
、
台
湾
で
は
救
え
る
命
が
此
処

で
は
医
療
不
足
の
た
め
に
、
救
わ
れ
て
い
な
い

現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
。

心
痛
の
あ
ま
り
彼
は
、
小
規
模
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
病
室

の
建
設
に
着
手
し
、
一
年
間
の
滞
在
期
間
中
に
緊

急
医
療
の
手
引
き
を
編
集
し
、
初
期
検
査
や
診

療
の
振
り
分
け
な
ど
の
方
法
を
設
計
し
、
こ
の

小
国
家
で
初
め
て
Ｉ
Ｃ
Ｕ
病
棟
を
立
ち
上
げ
た

最
初
の
台
湾
人
医
師
且
つ
推
進
者
と
な
っ
た
。

「
そ
れ
が
正
し
い
こ
と
な
ら
ば
必
ず
誰
か
が

助
け
に
き
て
く
れ
る
」
こ
の
言
葉
は
牛
光
宇
の

座
右
の
銘
で
あ
り
、
信
念
で
も
あ
る
。

二
○
○
二
年
、
彼
は
台
南
か
ら
中
央
山
脈
を

越
え
て
花
蓮
の
慈
済
大
学
医
学
部
に
入
学
し

た
。
最
初
の
四
年
間
は
多
く
の
サ
ー
ク
ル
活
動

に
参
加
し
て
、
積
極
的
に
実
力
を
蓄
え
、
五
年

生
の
時
に
は
医
学
部
学
生
会
の
会
長
に
推
薦
さ

れ
た
。
そ
の
時
の
彼
の
夢
は
一
学
年
に
一
ク
ラ

ス
五
十
名
し
か
い
な
い
慈
済
大
学
医
学
部
で
一

年
生
か
ら
七
年
生
ま
で
の
う
ち
求
心
力
の
あ
る

学
生
を
集
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
医
療
の
専
門
を
発

揮
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。

彼
は
か
つ
て
離
島
や
山
間
の
部
落
へ
行
っ
て

奉
仕
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
彼
の
目
か
ら
見
た

原
住
民
の
生
活
は
自
分
た
ち
程
良
く
な
い
が
、

何
時
も
行
く
度
に
現
地
の
人
た
ち
と
の
真
摯
な

付
き
合
い
の
中
で
、
最
も
感
激
を
受
け
た
の
は

子
供
達
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。
「
私
た
ち
が
し

て
あ
げ
ら
れ
る
事
に
限
り
が
あ
っ
て
も
、
子
供

達
は
私
た
ち
を
信
じ
て
仲
良
く
し
て
く
れ
る
の

で
す
」
と
語
る
。

先
住
民
か
ら
信
頼
を
仰
ぎ
、
堅
い
友
情
に
結

ば
れ
な
が
ら
も
、
振
り
返
っ
て
考
え
る
と
東
部

唯
一
の
医
学
部
の
学
生
と
し
て
彼
ら
に
対
し
何

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
。
「
私
は
こ
の

土
地
に
対
し
て
、
例
え
よ
う
も
な
い
感
情
が
生

じ
、『
責
任
』
を
感
じ
ま
し
た
。
通
り
す
が
り
の

旅
行
者
で
は
な
く
、
彼
ら
の
仲
間
に
な
れ
る
よ

う
努
力
し
な
け
れ
ば
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

台
北
か
ら
花
蓮
へ
は
他
の
大
学
の
サ
ー
ク
ル

も
奉
仕
を
し
に
き
て
い
る
。
花
蓮
の
慈
済
大
学

は
山
間
部
に
最
も
近
い
大
学
な
の
だ
か
ら
、
な

お
さ
ら
山
奥
の
村
々
に
入
っ
て
奉
仕
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
牛
光
宇
は
考
え
た
。
そ
し
て
医

療
奉
仕
隊
を
組
織
す
る
と
い
う
考
え
が
芽
生

え
、
次
第
に
支
持
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
医

学
部
副
会
長
の

荘
ジ
ュ
ア
ン

傑ジ
エ

貿マ
オ

、
大
学
四
年
生
の
陳

チ
ェ
ン

則ゾ
ー

叡ル
イ

、
林リ

ン

進ジ
ン

偉ウ
ェ
イ、

三
年
生
の
連

リ
エ
ン

子ズ
ー

賢シ
エ
ン、

顔
イ
エ
ン

志ジ
ー

傑ジ
エ

、
二
年
生
の
林リ

ン

偉
ウ
ェ
イ

琳リ
ン

、
厳

イ
エ
ン

嘉ジ
ア

琪チ
ー

、
一
年
生
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の
盧ル

ー

星シ
ン

翰ハ
ン

、
陳

チ
ェ
ン

亮リ
ア
ン

萱シ
ュ
エ
ンら

が
参
加
し
た
。

何
事
も
始
め
は
す
べ
て
に
困
難
が
付
き
も
の

だ
。
協
力
者
を
探
す
こ
と
、
拠
点
選
び
、
指
導

教
師
を
求
め
る
こ
と
、
経
費
の
募
金
等
一
歩
一

歩
進
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
幸
い
行
動
を
始

め
よ
う
と
し
た
時
、
各
界
か
ら
の
支
持
を
受
け

た
。
中
で
も
慈
済
大
学
医
学
部
主
任
の
許

シ
ュ
ー

明ミ
ン

木ム
ー

医
師
が
経
費
の
支
援
な
ど
多
く
を
提
供
し
て
く

れ
た
。

こ
れ
は
錦
上
に
花
を
添
え
る
程
度
で
は
な

く
、
雪
中
に
炭
を
送
る
支
援
と
な
っ
た
。
な
ぜ

な
ら
学
生
に
と
っ
て
資
金
集
め
は
最
も
困
難
な

事
な
の
で
、
そ
れ
さ
え
十
分
で
あ
れ
ば
大
手
を

振
る
っ
て
前
進
で
き
る
か
ら
だ
。

目
的
を
調
整
し
て
自
信
を
取
り
戻
す

一
回
目
の
奉
仕
は
鯉
魚
潭
付
近
の
銅
蘭
小
学

校
を
選
ん
だ
。
小
学
生
の
学
童
保
育
と
衛
生
教

育
を
行
い
、
良
い
結
果
を
出
し
た
が
、
問
題
も

次
々
に
浮
か
び
上
が
っ
た
。
東
部
地
域
に
お
け

る
奉
仕
隊
の
必
要
性
を
も
う
一
度
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
子
供
た
ち
は
休
日
に
な
る

と
、
外
部
か
ら
や
っ
て
く
る
学
生
の
イ
ベ
ン
ト

に
い
ろ
い
ろ
と
参
加
し
て
い
る
の
で
、
本
当
に

必
要
な
の
は
平
日
付
き
添
っ
て
く
れ
る
現
地
の

大
学
生
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
中
心
幹
部
は
活
動
の
目
的
を
調
整

し
、
次
の
冬
休
み
の
研
修
会
に
は
現
地
の
要
望

に
応
え
る
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
後
輩
達
に

自
信
を
取
り
戻
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
見
晴
ら
し
奉
仕
隊
は
毎
年
冬
休
み
に
２
泊
３
日
の
合
宿

を
行
っ
て
い
る
。
写
真
は
２
０
１
８
年
の
記
念
撮
影
。
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最
初
に
萬
栄
郷
の
見
晴
小
学
校
を
訪
問
す
る

こ
と
に
な
り
、
医
学
部
六
年
生
に
進
学
す
る
牛

光
宇
と
隊
長
を
引
き
継
ぐ
陳
則
叡
、
次
回
の
担

当
者
と
な
っ
た
顔
志
傑
の
三
人
は
国
道
九
号
線

を
見
晴
村
へ
と
バ
イ
ク
を
走
ら
せ
た
。

直
線
道
路
を
ひ
た
走
る
と
沿
路
は
山
脈
、
街

路
樹
、
雑
草
が
続
き
、
た
ま
に
ぽ
つ
ん
と
家
が

あ
る
だ
け
で
、
三
人
は
通
り
過
ぎ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
が
、
寿
豊
郷
と
鳳
林
鎮
を
過
ぎ

て
右
折
し
た
小
道
か
ら
中
央
山
脈
に
向
か
っ
て

前
進
す
る
と
小
さ
な
村
が
見
え
た
。

こ
こ
が
中
央
山
脈
の
麓
に
あ
る
タ
ロ
コ
族
居

住
地
区
で
、
現
地
の
人
が
「
み
は
ら
し
」
と
呼

ぶ
場
所
だ
っ
た
。
水
田
に
沿
っ
た
道
を
曲
が
り

雑
木
林
を
抜
け
る
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
礼
拝
堂
、
小
学
校
、
集
会
所
等

の
建
物
が
あ
ち
こ
ち
に
見
え
た
。

見
晴
村
は
萬
栄
郷
の
中
で
最
も
規
模
が
小
さ

い
。
以
前
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
落
花
生
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
半
年
に
一
度
収
穫
さ
れ
る
農
作
物
や
稲

が
植
え
ら
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
も
う
見
ら
れ

な
い
。
実
際
に
見
晴
村
に
住
ん
で
い
る
住
民
は

四
百
人
あ
ま
り
で
、
そ
れ
も
子
供
や
年
寄
り
が

大
部
分
で
あ
る
。
唯
一
の
小
学
校
で
あ
る
見
晴

小
学
校
の
児
童
数
は
四
十
七
人
で
幼
稚
園
児
は

十
八
人
だ
け
だ
っ
た

彼
ら
先
発
隊
が
着
い
た
時
の
第
一
印
象
は

「
見
晴
村
は
世
の
中
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
山
奥
」

だ
っ
た
。
村
全
体
が
眠
り
の
中
に
静
ま
り
返
っ

て
い
る
よ
う
で
、
た
ま
に
や
せ
細
っ
た
犬
を
見

か
け
る
だ
け
だ
っ
た
。
幸
い
静
ま
り
返
っ
て
い

る
小
学
校
の
敷
地
は
整
然
と
し
て
い
て
、
教
材

も
揃
っ
て
お
り
、
一
ク
ラ
ス
の
人
数
は
十
数
人

だ
っ
た
。

学
校
側
の
話
に
よ
る
と
、
普
段
、
児
童
は
下

校
す
る
と
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
そ
う
だ
。
大

多
数
の
両
親
は
西
部
で
職
に
就
い
た
り
出
稼
ぎ

に
行
っ
て
お
り
、
祖
父
母
と
生
活
し
て
い
る
子

供
が
六
割
か
ら
七
割
に
上
る
。
遊
び
相
手
が
い

な
く
て
、
祖
父
母
の
言
う
こ
と
も
聞
か
な
い
た

め
、
外
で
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
と
い
う
。

学
校
側
は
大
学
生
の
奉
仕
を
歓
迎
し
て
い
る

が
、
厳
し
い
面
も
あ
り
、
当
時
の
教
務
主
任
の

許シ
ュ
ー

寿
シ
ョ
ウ

亮リ
ア
ンは

、
医
療
奉
仕
隊
は
奉
仕
の
内
容
を

先
ず
学
校
側
と
討
論
し
、
慈
済
の
医
学
生
は
水

面
に
止
ま
る
ト
ン
ボ
の
よ
う
に
で
は
な
く
、
学

期
中
も
冬
休
み
も
定
期
的
に
活
動
を
行
っ
て
関

係
を
継
続
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
。

許
主
任
は
医
療
奉
仕
隊
に
協
力
を
願
い
出

た
。
教
育
現
場
或
は
居
住
地
区
の
問
題
に
限
ら

ず
、
学
校
側
が
重
視
し
て
い
る
事
柄
を
奉
仕
隊

か
ら
伝
え
て
も
ら
っ
た
り
、
劇
や
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
体
験
さ
せ
る
こ
と
で
子
供
達
に
進
歩
し

て
欲
し
い
と
願
っ
た
の
だ
。
同
時
に
見
晴
で
の

奉
仕
内
容
は
、
活
動
が
終
わ
っ
て
も
学
校
の
授

業
で
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
こ
の
一
員
に
な
れ
る
よ
う
に

医
療
奉
仕
隊
は
新
た
な
心
構
え
で
見
晴
小
学
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毎
年
の
見
晴
村
に

毎
年
の
合
宿
期
間
子
供
た
ち
が
最
も
期
待
す
る
の
は
早
朝
の
歌
と
体
操
で
あ
る
。
見
晴
ら
し
隊
員

は
様
々
な
授
業
の
教
案
を
立
て
て
子
供
た
ち
が
交
流
し
な
が
ら
学
ぶ
意
欲
を
駆
り
立
て
て
い
る
。

医
学
生
は
三
角
巾
に
よ
る
傷
口
の
縛
り
方
を
教
え
、
子
供
た
ち
は
タ
ロ
コ
語
を
教
え
る
。
「
地
域

地
図
」
の
授
業
で
は
子
供
た
ち
が
隊
員
を
居
住
地
に
案
内
し
て
紹
介
し
、
一
緒
に
清
掃
す
る
。

2020・191 慈済ものがたり 90



校
の
意
見
を
受
け
入
れ
、
銅
蘭
小
学
校
で
の
経

験
を
以
て
足
並
み
を
調
整
し
た
。
学
生
は
奉
仕

を
受
け
る
子
供
達
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は

「
医
療
」
で
は
な
く
、
寄
り
添
い
で
あ
る
事
が

分
か
っ
た
の
だ
。
そ
れ
が
彼
ら
の
最
大
の
目
的

と
な
っ
た
。

牛
光
宇
は
ま
た
、
自
分
た
ち
は
「
医
療
」
と

言
う
看
板
を
掲
げ
て
い
る
の
だ
か
ら
他
の
奉
仕

隊
と
異
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
台
湾
に

は
全
民
保
険
が
あ
っ
て
医
療
は
相
対
的
に
普
及

し
、
実
際
無
医
村
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

更
に
大
き
な
思
い
違
い
は
医
学
生
の
や
る
医
療

に
は
「
限
り
が
あ
る
」
か
「
用
を
な
さ
な
い
」

に
近
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

当
時
慈
済
大
学
医
療
奉
仕
隊
を
設
立
し
た
時

の
理
想
は
、
す
べ
て
の
隊
員
が
奉
仕
の
機
会
を

通
し
て
こ
の
土
地
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
だ
っ
た
。
牛
光
宇
は
、
以
前
花
蓮
や
東
部
に

医
師
が
長
く
留
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
事

実
だ
と
言
う
。
「
私
の
理
想
は
医
療
関
係
者
が

皆
こ
の
土
地
に
愛
着
を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と

で
あ
り
、
医
療
を
通
し
て
何
か
を
変
え
よ
う
と

し
た
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
。

初
め
て
医
学
を
志
し
た
頃
の
情
熱
を
抱
い
た

ま
ま
の
学
生
達
が
力
を
尽
く
し
た
七
年
の
学
生

生
活
の
中
で
、
そ
の
体
験
は
学
校
内
の
授
業
や

実
習
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
実
習
が
終

わ
る
と
比
較
的
生
活
環
境
の
良
い
所
へ
行
く
方

が
い
い
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
こ
こ
の
人
達
と

共
に
成
長
し
、
そ
こ
の
風
土
を
認
識
し
て
卒
業

後
も
こ
こ
に
留
ま
る
こ
と
に
し
よ
う
か
、
と
考

え
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
医
療
を
主
要
目
的
と
せ
ず
、
部
落

の
認
識
と
長
期
的
な
子
供
た
ち
へ
の
寄
り
添
い

を
目
的
と
し
て
、
二
○
○
七
年
中
央
山
脈
か
ら

さ
ら
に
南
の
萬
栄
郷
見
晴
村
へ
と
医
療
奉
仕
隊

は
前
進
し
、
少
し
長
い
が
新
し
い
名
称
「
慈
済

大
学
医
学
部
見
晴
村
医
療
奉
仕
隊
」
、
略
称
「
見

晴
ら
し
奉
仕
隊
」
が
改
め
て
誕
生
し
た
。

初
め
て
見
晴
ら
し
奉
仕
隊
が
出
発
し
た
の
は

冬
休
み
が
終
わ
っ
た
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て

だ
っ
た
。
学
生
た
ち
は
二
台
の
観
光
バ
ス
を

チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
、
教
材
や
色
々
の
道
具
を
用

意
し
勇
ん
で
学
校
へ
向
か
っ
た
が
、
思
い
も
よ

ら
ず
土
砂
降
り
の
大
雨
。
こ
れ
で
は
誰
も
来
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
隊
長
が
廊
下
へ
行
っ
て
み

た
が
、
校
舎
は
一
列
の
建
物
し
か
な
く
、
運
動

場
は
雨
で
水
浸
し
で
、
雨
を
遮
る
建
物
は
な
く
、

こ
の
ま
ま
雨
が
降
り
続
け
れ
ば
活
動
は
流
れ
て

し
ま
う
。

そ
の
う
ち
思
い
が
け
ず
一
人
又
一
人
と
子

供
が
訪
れ
、
誰
が
来
て
い
な
い
か
わ
か
る
と
、

走
っ
て
呼
び
に
行
っ
て
く
れ
た
。
高
雄
で
育
っ

た
顏
志
傑
は
熱
い
思
い
に
駆
ら
れ
た
。
こ
こ
の

子
供
た
ち
は
都
会
と
違
っ
て
皆
、
知
り
合
い
で
、

約
束
を
守
る
の
だ
。
雨
で
あ
っ
て
も
、
ケ
ー
タ

イ
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
、
約
束
通
り
来
る
の

で
あ
る
。

初
め
て
来
村
し
た
医
学
生
に
よ
る
奉
仕
隊
は

五
十
人
ほ
ど
だ
が
、
見
晴
小
学
校
は
一
年
生
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る
子
も
い
た
。

雨
だ
っ
た
た
め
、
初
め
て
の
活
動
は
教
室

で
行
わ
れ
た
。
初
め
は
皆
、
が
っ
か
り
す
る

も
の
と
心
配
し
た
が
、
思
い
も
よ
ら
ず
い
つ

ま
で
も
遊
ん
で
い
た
そ
う
だ
。
学
生
が
引
き

上
げ
よ
う
と
し
た
時
「
何
時
ま
た
来
て
く
れ

る
の
？
」
と
口
々
に
言
う
子
供
た
ち
に
、
学

生
た
ち
は
心
が
温
か
く
な
り
、
責
任
感
の
よ

う
な
も
の
を
覚
え
た
。
始
め
は
交
通
が
不
便

な
上
に
雨
だ
っ
た
の
で
一
回
き
り
に
な
る
か

と
思
っ
て
い
た
が
、
二
度
、
三
度
と
来
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
度
に
参
加
す
る
子
供
た
ち

も
増
え
、
心
配
も
消
え
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　

（
慈
済
月
刊
六
二
八
期
よ
り)

か
ら
六
年
生
の
全
校
生
徒
で
も
五
十
人
足
ら

ず
で
あ
る
。
雨
の
中
の
初
顔
合
わ
せ
で
、
医

学
生
た
ち
は
情
熱
的
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い

た
。
活
発
な
子
も
い
れ
ば
、
恥
ず
か
し
が
り

屋
、
無
表
情
の
子
供
、
怯
え
る
子
な
ど
様
々
で
、

中
に
は
お
し
め
を
し
て
い
る
子
も
い
た
。

そ
の
う
ち
に
途
中
か
ら
入
る
者
、
父
兄
が
弟

や
妹
、
お
し
め
を
付
け
て
い
る
幼
児
ま
で
連

れ
て
来
た
の
で
、
ま
る
で
託
児
所
の
よ
う
に

な
っ
た
。
学
生
は
小
学
生
に
、
用
を
足
し
た

後
や
食
事
の
前
に
は
手
を
洗
う
こ
と
、
食
事

の
作
法
、
歯
ブ
ラ
シ
の
使
い
方
、
そ
し
て
蟯

虫
検
査
の
や
り
方
を
ゲ
ー
ム
形
式
で
伝
え
た
。

子
供
達
は
盛
り
上
が
り
、
学
生
の
背
中
に
上

部
族
の
子
　

医
者
に
な
り
故
郷
へ
戻
る

◎
文
・
呉
宛
霖　

訳
・
慈
願

自
分
は
こ
こ
で
成
長
し
、
故
郷
に
帰
っ
て
奉
仕
し
て
い
る
。
王ワ
ン

傑ジ
ェ

熙シ
ー

は
誰
よ
り
も

現
地
の
こ
と
を
考
え
、子
供
た
ち
を
励
ま
し
て
い
る
。
ど
ん
な
困
難
が
あ
っ
て
も
、

人
生
の
中
で
ど
ん
な
可
能
性
を
も
諦
め
て
は
い
け
な
い
。

見
晴
ら
し
奉
仕
隊
の
設
立
か
ら
三
年
目
の

二
○
○
八
年
、
医
学
部
の
新
入
生
の
王

傑
熈
が
参
加
し
た
。
入
学
手
続
き
に
行
っ
た
時
、

掲
示
板
に
見
晴
ら
し
奉
仕
隊
の
ポ
ス
タ
ー
が
あ

る
の
を
見
て
彼
は
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
彼
の
故
郷
は
見
晴
村
で
あ
り
、
彼
は
そ

こ
で
育
っ
た
の
だ
。

当
時
、
彼
の
両
親
は
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
て
、

姉
兄
妹
や
従
兄
弟
た
ち
と
見
晴
村
の
祖
父
母
の

も
と
で
生
活
し
て
い
た
。
父
母
が
休
暇
で
帰
っ

て
来
た
時
だ
け
が
一
家
の
団
欒
だ
っ
た
。
そ
し

て
、
小
学
校
に
上
が
っ
た
時
に
初
め
て
父
母
の
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も
と
で
暮
ら
し
始
め
た
。

彼
が
初
め
て
故
郷
へ
奉
仕
に
行
っ
た
時
、
自

分
は
「
カ
ッ
コ
イ
イ
」
先
輩
を
気
取
っ
て
い
た

が
、
子
供
た
ち
と
一
緒
に
い
る
と
二
十
年
前
の

自
分
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
な
気
が
し
た
。
今
こ

の
い
た
ず
ら
っ
子
た
ち
が
し
て
い
る
遊
び
は
す

べ
て
、
以
前
の
自
分
が
や
っ
て
い
た
こ
と
な
の

だ
。
子
供
た
ち
は
い
た
ず
ら
が
し
た
い
の
で
は

な
く
、
無
邪
気
で
そ
の
実
、
感
情
が
豊
富
な
だ

け
だ
と
い
う
こ
と
を
彼
は
理
解
し
て
い
た
。

彼
の
小
学
校
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
作
業
員
な

の
で
故
郷
に
残
し
た
娘
の
世
話
を
他
人
に
ま

か
せ
て
い
る
人
が
い
た
。
彼
と
母
親
が
時
々
、

絵
本
や
ク
レ
ヨ
ン
を
買
い
与
え
て
い
る
う
ち

に
、
そ
の
子
に
絵
の
才
能
が
あ
る
こ
と
を
見
出

し
た
。
し
か
し
子
供
た
ち
の
趣
味
と
理
想
は

往
々
に
し
て
現
実
と
環
境
に
左
右
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
を
彼
は
知
っ
て
い
た
。

「
手
伝
っ
て
あ
げ
た
い
、
し
か
し
能
力
に
は

限
り
が
あ
る
」
。
こ
れ
が
彼
の
奉
仕
隊
員
と
し

て
感
じ
る
無
力
感
だ
っ
た
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
、

彼
が
奉
仕
隊
と
し
て
関
わ
る
こ
と
で
故
郷
の
子

供
た
ち
を
導
く
以
外
に
、
外
部
の
人
た
ち
に
社

会
問
題
と
家
庭
の
仕
組
み
を
見
せ
る
こ
と
も
で

き
る
と
考
え
た
。
「
こ
の
問
題
は
自
分
の
故
郷

だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
貧
困
地
域
に
も
言
え
る

こ
と
で
す
」
と
言
っ
た
。

彼
は
、
貧
し
い
か
ら
と
い
っ
て
寄
付
を
募
る

だ
け
で
は
な
く
、
社
会
が
貧
困
の
原
因
を
理
解

し
て
、
社
会
の
仕
組
み
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
こ
の
よ
う
な
家
庭
の
崩
壊
が
避
け
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
自
分
は
故
郷
で

成
長
し
、
今
は
帰
っ
て
き
た
の
で
、
同
じ
境
遇

の
子
供
達
を
思
い
遣
り
、
導
こ
う
と
話
し
か
け

た
。
自
分
の
両
親
は
出
稼
ぎ
に
出
て
苦
労
し
、

家
庭
環
境
は
良
く
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
乗

り
越
え
て
大
学
を
卒
業
し
た
の
だ
と
子
供
た

ち
に
伝
え
た
。

彼
は
必
ず
し
も
勉
強
だ
け
す
れ
ば
成
功
す
る

と
は
限
ら
な
い
が
、
「
学
業
は
完
成
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
過
程
で
絶
え
ず
自
分

を
探
し
て
見
つ
め
な
が
ら
、
ど
ん
な
に
辛
い
こ

●
見
晴
ら
し
奉
仕
隊
は
地
域
の
人
々
に
衛
生
教
育
を
行
い
、

健
康
相
談
を
受
け
付
け
る
。
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と
が
あ
っ
て
も
諦
め
ず
に
な
り
た
い
自
分
に

成
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
」
と
子
供
た
ち
に
言
い

聞
か
せ
た
。

王
傑
熈
は
最
初
、
輔
仁
大
学
医
学
部
に
合
格

し
て
い
た
が
、
台
北
の
生
活
費
が
高
い
こ
と
を

考
慮
し
て
、
先
住
民
公
費
生
試
験
の
あ
る
、
慈

済
大
学
医
学
部
の
試
験
を
受
け
て
合
格
し
た
。

五
年
生
と
六
年
生
の
実
習
の
時
に
よ
く
部
落

か
ら
来
た
患
者
に
出
会
っ
た
。
な
つ
か
し
く

思
っ
た
が
、
な
ぜ
病
院
に
来
た
の
だ
ろ
う
か
？

も
し
も
病
院
の
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
て
い
る
患

者
が
、
家
族
や
知
り
合
い
な
ら
、
自
分
は
ど
う

感
じ
る
だ
ろ
う
か
？
と
思
っ
た
時
、
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
（
基
礎
医
療
保
険
）
を
彼

は
志
し
た
。

部
落
の
人
々
は
病
気
に
対
す
る
常
識
に
欠

け
、
軽
い
病
気
を
見
過
ご
し
重
病
に
な
っ
て
い

る
。
「
私
が
台
北
や
台
中
の
病
院
で
実
習
し
て

い
た
時
、
軽
い
病
気
で
も
診
察
に
来
る
人
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
故
郷
の
人
た
ち
は
肺
結
核

に
な
っ
て
数
週
間
も
咳
し
て
い
る
の
に
、
診
察

に
行
こ
う
と
せ
ず
、
病
院
に
行
っ
た
時
は
す
で

に
敗
血
症
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
の
で
す
」
と

彼
は
感
慨
深
げ
に
言
っ
た
。

山
間
部
の
よ
う
な
場
所
で
あ
っ
て
も
、
衛
生

教
育
と
基
礎
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
予
防
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
、
家
庭
医
学
科
は
正
に
住
民
に

と
っ
て
大
き
な
助
け
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が

彼
を
家
庭
医
学
に
投
入
す
る
願
力
に
な
り
、
こ
の

機
会
に
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
を
学
ん
で

実
力
を
つ
け
よ
う
と
強
く
決
心
し
た
の
だ
っ
た
。

彼
に
と
っ
て
見
晴
ら
し
奉
仕
隊
に
参
加
し
た

経
験
が
、
大
き
な
啓
発
と
な
り
、
今
の
彼
を
支

え
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
見
晴
ら
し
奉
仕
隊
の

家
庭
訪
問
で
は
、
医
療
を
行
う
前
に
先
ず
彼
ら

の
生
活
環
境
、
言
語
、
文
化
を
理
解
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
も
し
彼
ら
の
生
活
習
慣
を
理

解
せ
ず
に
基
礎
医
療
行
為
を
す
れ
ば
、
様
々
な

問
題
に
遭
遇
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

子
供
た
ち
と
一
緒
に
い
る
と
も
っ
と
多
く
の

こ
と
を
し
て
あ
げ
た
い
と
思
う
そ
う
だ
。
容
易

な
こ
と
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は
自
分
が
学
ぶ
機

会
で
あ
り
、
ま
た
挑
戦
で
も
あ
る
。
診
察
室
で

患
者
と
向
か
い
合
っ
た
時
、
患
者
は
医
師
に
問

題
の
解
決
を
求
め
、
医
師
は
患
者
の
病
状
を
理

解
し
て
治
療
し
、
さ
ら
に
彼
ら
の
生
活
に
も
気

を
配
る
必
要
が
あ
る
と
語
る
。

奉
仕
さ
れ
る
側
だ
っ
た
子
供
が
、
見
晴
ら

し
奉
仕
隊
の
役
割
の
関
係
で
、
今
は
指
導
者

に
変
わ
っ
た
。
以
前
は
大
勢
の
奉
仕
隊
の
先

輩
た
ち
に
教
え
ら
れ
て
い
た
が
、
今
は
自
分

が
そ
の
一
員
と
し
て
伝
承
し
て
い
る
こ
と
に

感
動
を
覚
え
る
。
彼
は
子
供
た
ち
が
成
長
し

て
自
分
を
発
見
し
、
強
く
な
っ
て
故
郷
に
尽

く
す
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

（
慈
済
月
刊
六
二
八
期
よ
り)
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め
に
尽
力
し
た
こ
と
は
敬
服
に
値
し
、
感
謝
す
べ
き
医
師
及
び
学
者
な
の
で
す
」
。

王
教
授
は
法
師
と
高
齢
者
長
期
ケ
ア
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
今
、
高

齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
高
齢
者
の
問
題
は
社
会
の
大
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

心
身
共
に
健
康
で
あ
れ
ば
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
、
逆
に
人
生
経
験
と
智
慧

を
活
か
し
て
社
会
全
体
を
格
上
げ
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
最
も
政
府
と

社
会
の
支
援
を
必
要
と
す
る
の
は
、
長
期
間
寝
た
き
り
ま
た
は
認
知
症
患
者
の

家
庭
で
す
。

「
私
た
ち
は
皆
、
高
齢
者
が
適
切
な
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
は
一
般
大
衆
の
高
齢
者
に
対
す
る
考
え
方
と
態
度
を
改
め
、
高

齢
者
の
社
会
に
対
す
る
貢
献
と
そ
の
価
値
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
、
感
謝
と

尊
敬
の
気
持
ち
で
以
て
接
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
が
尊
厳
を
持
っ
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
」
と
證
厳
法
師
が
言
い
ま
し
た
。

「
高
齢
者
が
病
気
に
な
る
の
は
自
然
の
法
則
で
す
が
、
知
力
の
低
下
や
認
知
症

は
最
も
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
す
。
人
に
よ
っ
て
は
体
が
丈
夫
で
あ
っ
て
も
認
知

多
機
能
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

台
大
病
院
の
王

ワ
ン

正
ジ
ョ
ン

一イ
ー

教
授
と
證
厳
法
師
の
縁
は
花
蓮
慈
済
病
院
建
設
の
準
備

段
階
に
始
ま
り
、
病
院
開
業
後
、
人
事
と
行
政
及
び
医
療
教
育
を
手
伝
い
ま
し
た
。

王
教
授
は
台
大
病
院
を
定
年
退
職
後
、
毎
週
、
花
蓮
慈
済
病
院
で
講
義
す
る
と

共
に
、
慈
済
医
療
志
業
の
役
員
に
な
り
ま
し
た
。
九
月
六
日
、
王
教
授
が
来
訪

し
た
時
、
法
師
は
そ
の
場
に
い
た
医
療
志
業
の
管
理
職
た
ち
に
こ
う
語
り
ま
し

た
、
「
王
正
一
教
授
の
人
生
に
は
一
心
一
志
し
か
な
く
、
患
者
と
医
療
教
育
の
た

◎
文
・
釋
徳

／
訳
・
済
運

シ
ル
バ
ー
世
代
の
養
生
法

体
と
心
、
頭
を
使
い
、
自
信
を
持
っ
て

人
の
役
に
立
つ
こ
と
で
、
衰
え
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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症
を
発
症
し
て
家
族
の
こ
と
を
忘
れ
た
り
、
二
十
四
時
間
介
護
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
家
族
の
心
身
や
生
活
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
る
の
で
す
。
医
療

の
発
達
で
認
知
症
の
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
だ
け
で
な

く
、
慈
済
は
一
民
間
慈
善
団
体
と
し
て
地
域
社
会
で
支
援
と
ケ
ア
を
行
っ
て
い

ま
す
」
。
ま
た
法
師
に
よ
れ
ば
、
地
方
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
大
林
慈
済
病

院
認
知
症
セ
ン
タ
ー
の
曹

ツ
ァ
オ

汶
ウ
ェ
ン

龍ロ
ン

主
任
及
び
そ
の
チ
ー
ム
と
協
力
し
て
「
記
憶
保

養
ク
ラ
ス
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
即
ち
、
医
療
の
専
門
家
と
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
協
力
し
て
多
方
面
か
ら
認
知
症
患
者
の
家
庭
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で
す
。

法
師
は
、
行
脚
し
た
時
に
記
憶
保
養
ク
ラ
ス
の
参
加
者
に
会
い
ま
し
た
が
、

そ
の
人
は
六
十
歳
余
り
で
既
に
認
知
症
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
見
て
心
が
痛

ん
だ
、
と
嘆
き
ま
し
た
。
ま
た
、
認
知
症
の
肉
親
を
ケ
ア
す
る
家
族
の
心
労
の

話
を
聞
き
、
と
て
も
悲
し
く
思
い
ま
し
た
。
「
家
庭
に
よ
っ
て
は
他
人
に
認
知
症

患
者
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
知
ら
れ
た
く
な
い
と
い
っ
て
、
ど
ん
な
に
苦
労
し

て
も
外
部
か
ら
の
支
援
を
求
め
な
い
た
め
、
慰
問
や
励
ま
し
を
難
し
く
し
て
い

る
の
で
す
。
ま
た
、
認
知
症
患
者
の
家
庭
に
関
心
を
寄
せ
る
と
い
っ
て
も
数
人

で
た
ま
に
訪
問
す
る
だ
け
で
彼
ら
の
苦
し
み
を
解
決
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
か
な
り
の
人
数
を
投
入
し
て
大
き
な
心
か
ら
出
る
力
を
奉
仕
す
る
と
共

に
、
医
療
等
多
方
面
か
ら
の
支
援
も
必
要
で
あ
り
、
実
に
容
易
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
」
。

法
師
が
か
つ
て
皆
さ
ん
に
語
っ
た
よ
う
に
、
家
庭
こ
そ
が
最
高
の
養
護
ホ
ー

ム
な
の
で
す
が
、
今
の
家
族
構
成
と
人
々
の
考
え
方
は
以
前
と
全
く
違
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
も
し
患
者
に
医
療
ケ
ア
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
一
般
的
な
家

庭
に
ケ
ア
す
る
能
力
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

「
健
康
な
家
庭
は
三
世
代
、
四
世
代
が
一
つ
屋
根
の
下
で
暮
ら
し
、
子
供
が
親

に
孝
行
し
、
中
間
世
代
が
結
婚
し
て
子
供
が
い
れ
ば
、
模
範
と
な
っ
て
子
供
に

自
分
た
ち
の
親
に
対
す
る
孝
行
を
見
て
も
ら
う
の
が
家
庭
教
育
で
あ
り
、
倫
理

秩
序
を
代
々
伝
承
し
て
い
く
べ
き
で
す
。
こ
れ
は
私
の
理
想
で
す
が
、
今
の
若

い
人
は
殆
ど
が
故
郷
を
離
れ
る
た
め
、
お
年
寄
り
が
独
り
ま
た
は
夫
婦
で
暮
ら
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す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
一
旦
病
気
に
で
も
な
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
る
だ

け
で
は
完
璧
な
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
専
門
の
長
期
ケ
ア
人

員
に
も
参
加
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
す
」
。

法
師
に
よ
れ
ば
、
お
年
寄
り
が
寝
た
き
り
で
も
認
知
症
で
あ
っ
て
も
生
活
は

他
の
人
に
頼
る
ほ
か
な
く
、
そ
れ
は
誰
も
望
ま
な
い
状
況
で
は
あ
っ
て
も
、
未

然
に
病
気
や
認
知
症
、
事
故
に
よ
る
怪
我
を
減
ら
す
こ
と
で
衰
え
を
遅
ら
せ
る

こ
と
は
で
き
る
の
で
す
。
慈
済
に
は
数
多
く
の
八
十
、
九
十
歳
ま
た
は
百
歳
を
超

え
た
高
齢
者
が
い
ま
す
が
、
健
康
で
精
神
的
に
も
思
考
や
反
応
が
と
て
も
速
い

の
で
す
。
未
だ
に
社
会
で
大
勢
の
人
と
一
緒
に
地
球
環
境
を
守
る
た
め
に
奉
仕

し
て
い
ま
す
。
認
知
症
や
衰
え
は
平
素
か
ら
の
行
動
に
よ
っ
て
予
防
や
改
善
が

で
き
る
の
で
す
。

「
こ
れ
ら
慈
済
人
は
私
よ
り
も
年
上
で
す
が
、
い
つ
も
慈
済
の
こ
と
を
考
え
、

ど
う
や
っ
て
人
助
け
し
、
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
ま
す
。
心

も
頭
も
休
む
こ
と
な
く
、
体
も
動
き
続
け
て
い
る
の
で
す
。
慰
問
や
家
庭
訪
問

以
外
に
、
地
域
社
会
で
資
源
回
収
を
行
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
分
別
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
」
。

台
湾
全
土
に
あ
る
慈
済
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
毎
日
、
八
万
人
余
り
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
分
別
の
仕
事
を
提
供
し
て
喜
ん
で
も
ら
っ
て
お
り
、
彼
ら
の
生

活
の
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
地
域
の
お
年
寄
り
の

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
も
な
り
、
自
立
し
た
行
動
が
で
き
る
人
や
多
少
行
動
の

不
自
由
な
お
年
寄
り
が
子
供
や
孫
が
出
勤
し
た
り
登
校
し
て
い
る
間
、
自
分
自

身
も
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
と
な
っ
て
多
く
の
同
年
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

一
緒
に
善
行
し
、
子
供
が
退
勤
し
て
か
ら
迎
え
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

こ
う
す
れ
ば
、
お
年
寄
り
は
独
り
寂
し
く
家
で
過
ご
す
必
要
は
な
く
、
体
や
脳

の
活
性
を
保
っ
て
衰
え
を
遅
ら
せ
、
自
分
た
ち
も
ま
だ
役
に
立
つ
の
だ
と
自
信

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
人
生
に
尊
厳
が
出
て
く
る
の
で
す
。
慈
済
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
が
発
揮
す
る
功
能
は
お
年
寄
り
の
「
デ
イ
ケ
ア
」
の
参
考
と
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
（
慈
済
月
刊
六
三
六
期
よ
り)
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１
２
・
０
１

１
２
・
０
３

日
本
関
西
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
配
付
活
動
を
行
っ
た
。
大
阪
市
あ
い
り
ん
地

区
の
ホ
ー
ム
レ
ス
収
容
所
で
肌
着
と
靴
下
、
タ
オ
ル
、
毛
糸
帽
子
な
ど
を
配
付
す

る
と
共
に
、
街
頭
の
ホ
ー
ム
レ
ス
に
保
温
品
と
温
か
い
食
事
を
届
け
た
。

慈
済
大
記
事
十
二
月
　

…
…
…
…
…
…
…

訳
・
済
運

◎
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
と
ク
ィ
ー
ズ
ラ
ン
ド
州
で

森
林
火
災
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
。
シ
ド
ニ
ー
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
３
日
、

ケ
ン
プ
シ
ー
市
ウ
ィ
ラ
ワ
リ
ン
地
区
を
視
察
す
る
と
共
に
、
市
政
府
及
び
火
災
再

建
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
（B

l
a
z
e
 
A
i
d

）
と
今
後
の
支
援
方
針
を
相
談
し
た
。

ま
た
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ク
ィ
ー
ズ
ラ
ン
ド
州
消
防

１
２
・
０
４

救
難
サ
ー
ビ
ス
（Q

u
e
e
n
s
l
a
n
d
 
F
i
r
e
 
a
n
d
 
E
m
e
r
g
e
n
c
y
 
S
e
r
v
i
c
e
s

）
を
訪
れ
、

災
害
救
助
人
員
を
慰
問
し
た
。

◎
台
湾
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
マ
レ
ー
シ
ア
等
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
職
員

１
０
人
で
構
成
さ
れ
た
慈
済
基
金
代
表
団
が
、
３
日
か
ら
１
３
日
ま
で
ス
ペ
イ
ン

で
開
か
れ
た
「
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
２
５
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
５
）

に
参
加
し
た
。
関
連
会
議
に
出
席
す
る
と
共
に
、
慈
済
の
エ
コ
活
動
及
び
浄ジ

ン

斯ス
ー

人

間
会
社
の
科
学
製
品
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
を
設
置
し
て
他
団
体
と
交
流
し
た
。
ま

た
、
６
回
の
記
者
会
見
を
開
く
と
共
に
論
壇
を
主
催
し
、
菜
食
に
よ
る
環
境
保
全

と
Ｃ
Ｏ２
を
減
ら
す
生
活
理
念
を
訴
え
た
。

慈
済
ア
メ
リ
カ
総
支
部
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
第
１
７
回
ア
ニ
ュ
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１
２
・
０
５

◎
行
政
院
防
災
救
済
室
と
教
育
部
、
科
学
技
術
部
、
花
蓮
県
政
府
の
指
導
の
下
に
、

慈
済
基
金
会
と
国
立
科
学
工
芸
博
物
館
は
「
防
災
意
識
を
呼
び
覚
ま
す
Ｄ
Ｎ
Ａ
」

と
題
し
た
展
示
会
を
開
催
し
た
。
５
日
に
花
蓮
静
思
堂
で
開
幕
し
、
２
０
２
０
年

４
月
２
６
日
ま
で
催
さ
れ
る
。
ま
た
、
慈
済
は
科
学
工
芸
博
物
館
と
共
同
で
防
災

教
育
を
推
し
進
め
る
合
意
書
を
交
わ
し
た
。

◎
花
蓮
慈
済
病
院
は
協
力
関
係
に
あ
る
多
数
の
バ
イ
オ
テ
ク
会
社
と
５
日
か
ら
８

日
ま
で
、
台
北
南
港
展
示
館
で
開
か
れ
た
「
２
０
１
９
台
湾
医
療
科
学
技
術
展
」

に
参
加
し
、
細
胞
療
法
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
及
び
臨
床
成
果
を
報
告
し
た
。

内
容
に
は
、
漢
方
医
学
と
西
洋
医
学
に
よ
る
合
同
治
療
、
抗
骨
粗
鬆
症
治
療
、
新

１
２
・
０
７

慈
済
科
技
大
学
は
創
立
３
０
周
年
、
台
南
慈
済
高
校
は
創
立
１
２
周
年
を
迎
え
、

本
日
、
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
慈
済
科
技
大
学
看
護
学
部
ビ
ル
の
落
成

式
が
行
わ
れ
た
。

ア
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
デ
ィ
ナ
ー
に
招
待
し
、
２
０
１
９
年
度
「
最
優
秀
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
精
神
仲
間
賞
」
を
授
与
し
た
。

◎
台
湾
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
職
員
で
構
成
さ
れ
た
ラ

オ
ス
水
害
配
付
慰
問
団
が
１
１
日
か
ら
２
０
日
ま
で
サ
ワ
ナ
ケ
ス
州
と
チ
ャ
ム
パ

１
２
・
１
１

薬
開
発
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
医
療
器
材
、
国
際
医
療
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
発
展
な

ど
に
関
す
る
す
る
成
果
の
報
告
と
テ
ー
マ
講
座
な
ど
が
あ
る
。

◎
慈
済
大
学
は
５
日
か
ら
８
日
ま
で
模
擬
手
術
講
座
を
開
催
し
、
医
学
生
３
１
人

と
医
師
３
２
人
が
参
加
し
、
「
無
言
の
良
師
」
の
体
で
３
７
項
目
の
基
礎
及
び
応
用

手
術
を
学
ん
だ
。
９
日
に
葬
儀
と
感
謝
追
悼
式
及
び
入
棺
式
が
行
わ
れ
た
。
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１
２
・
１
１

１
２
・
１
５

１
２
・
１
８

２
日
、
中
型
の
台
風
２
８
号
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
に
上
陸
し
、
ソ
ル
ソ
ゴ
ン
州
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
マ
ニ
ラ
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
視
察
し
た
後
、
本

日
当
州
の
ブ
ラ
ン
地
区
で
２
２
０
０
世
帯
に
米
と
毛
布
及
び
慰
問
金
を
配
付
し
た
。

慈
済
基
金
会
第
２
回
「
Ｆ
Ｕ
Ｎ
大
き
な
視
野
・
未
来
に
向
か
っ
て
・
青
年
公
益
実

践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
３
月
に
始
動
し
た
が
、
最
終
的
に
採
用
さ
れ
た
１
０
組
の

チ
ー
ム
が
本
日
、
専
門
家
の
尽
力
と
各
方
面
の
人
脈
資
源
が
結
合
し
た
こ
と
に
よ

る
成
果
を
台
北
華
山
文
化
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
で
発
表
し
た
。

慈
済
大
学
は
教
育
部
の
「
２
０
１
９
年
度
生
命
教
育
の
特
色
を
持
っ
た
学
校
」
に

お
い
て
表
彰
さ
れ
た
。
本
日
、
人
文
所
の
劉
議
鍾
主
任
が
代
表
で
出
席
し
、
南
華

大
学
で
賞
状
を
受
け
取
る
と
共
に
成
果
を
報
告
し
た
。

１
２
・
１
２

サ
ク
州
で
米
と
種
も
み
の
寄
贈
式
を
行
う
と
共
に
、
配
付
現
場
各
地
で
活
動
状
況

の
視
察
と
家
庭
訪
問
を
行
っ
た
。

◎
病
院
の
評
価
及
び
医
療
品
質
の
向
上
を
目
指
す
台
湾
連
合
委
員
会
は
「
第
２
０

回
医
療
品
質
賞
」
の
授
与
式
が
行
わ
れ
、
花
蓮
、
大
林
、
台
中
、
斗
六
等
４
つ
の

慈
済
病
院
及
び
台
中
慈
済
介
護
の
家
が
そ
れ
ぞ
れ
、
テ
ー
マ
部
門
、
実
証
医
学
部

門
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
部
門
で
合
計
１
８
の
賞
を
獲
得
し
た
。

◎
慈
済
大
学
の
劉
怡
均
学
長
は
神
経
科
学
の
研
究
に
お
い
て
、
タ
イ
神
経
科
学
会

の
招
聘
を
受
け
、
本
日
バ
ン
コ
ク
・
チ
ュ
ラ
ホ
ー
ン
研
究
所
を
訪
れ
て
講
演
す
る

と
共
に
、
終
身
栄
誉
会
員
及
び
傑
出
女
性
科
学
賞
を
授
与
さ
れ
た
。
劉
学
長
が
台

湾
と
タ
イ
の
神
経
科
学
教
育
共
同
研
究
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
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飢えと寒さをしのぐ希望をのせて　
シエラレオネ共和国の首都フリータウンで今年八月、深刻な水害が発生し、
住民１万人余りが影響を受けた。慈済とカリタス・フリータウン基金会、ラン
イ基金会、ヒーリー基金会は手を携えて、被災後の緊急支援に続き、１１月
中旬に一連の配付活動を行った。台湾からの愛情に満ちたエコ毛布、衣類、
五穀粉が入った袋を手渡すと、被災者はそれを頭に載せて家に向かった。　　　　
　　　（文、撮影・蕭耀華　フリータウン・カルバート地区 2019.11.14）
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